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第１章 調査概要                    

第１節 調査目的 

 子ども・子育て支援法に規定される「子ども・子育て支援事業計画」を策定するにあたり、市内在住

対象者に対してアンケート調査を行うことにより、住民の子育て支援に関する生活実態や要望などを把

握し、事業計画における需要量の見込みを設定するうえでの基礎資料とする。 

 

第２節 調査方法 

１．調査対象地域 

  吹田市全域を対象とした。 

 

２．調査対象者 

  吹田市内在住者を対象に、以下の 2 区分に該当する人を対象とした調査を実施した。 

表 1-2（1）調査対象者 

区分 調査対象 標本数 

1 市内在住の 0～5 歳までの就学前児童 3,000 

2 市内在住の小学校 1 年生～6 年生の児童 3,000 

合計 6,000 

 

表 1-2（2）年齢区分 就学前児童          

歳児 生年月日 

0 歳児 H24 年(2012 年)4 月 2 日～H25 年(2013 年)11 月 1 日 

1 歳児 H23 年(2011 年)4 月 2 日～H24 年(2012 年)4 月 1 日 

2 歳児 H22 年(2010 年)4 月 2 日～H23 年(2011 年)4 月 1 日 

3 歳児 H21 年(2009 年)4 月 2 日～H22 年(2010 年)4 月 1 日 

4 歳児 H20 年(2008 年)4 月 2 日～H21 年(2009 年)4 月 1 日 

5 歳児 H19 年(2007 年)4 月 2 日～H20 年(2008 年)4 月 1 日 

 

表 1-2（3）年齢区分 就学児童(小学生) 

学年 生年月日 

1 年生 H18 年(2006 年)4 月 2 日～H19 年(2007 年)4 月 1 日 

2 年生 H17 年(2005 年)4 月 2 日～H18 年(2006 年)4 月 1 日 

3 年生 H16 年(2004 年)4 月 2 日～H17 年(2005 年)4 月 1 日 

4 年生 H15 年(2003 年)4 月 2 日～H16 年(2004 年)4 月 1 日 

5 年生 H14 年(2002 年)4 月 2 日～H15 年(2003 年)4 月 1 日 

6 年生 H13 年(2001 年)4 月 2 日～H14 年(2002 年)4 月 1 日 
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３．抽出方法 

  住民基本台帳から対象世帯を母集団として、層化抽出方法により抽出した。 

 

４．調査方法 

  郵送による配布及び回収 

 

５．調査期間 

  平成 25 年 12 月 2 日（月）～平成 25 年 12 月 20 日（月） 

 

第３節 回収結果 

 回収結果は以下の通りである。 

表 1-3（1）回収結果 

 配布数 回収数 回収率 

就学前児童（0～5 歳） 3,000 1,454 48.5% 

就学児童（小学生） 3,000 1,462 48.7% 

合計 6,000 2,916 48.6% 

 

第４節 利用上の注意 

○ 集計結果は、すべて小数点以下第二位を四捨五入しており、比率の合計が 100%とならないことが

ある。 

○ 複数の回答を依頼した質問では、比率の合計が 100%を超える。 

○ 回答比率（%）は、その質問の回答者数（Ｎ＝母集団）として算出した。 

○ 設問に対し無回答や記入の判別ができないものは「不明」とした。 
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第２章 集計結果                    

第１節 家庭の状況 

１．居住地域（小学校区） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1（1）居住地域（小学校区） 
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２．回答者と子どもの続柄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1（2）回答者と子どもの続柄 

 

３．子どもの年齢及び学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1（3）子どもの年齢及び学年 
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４．子どもの人数 

 子どもの人数について、就学前児童では「1 人」が最も多く 43.5％、次いで「2 人」が 41.0％、「3 人」

が 12.0％と続いており、平均は 1.7 人となっている。また、就学児童では「2 人」が最も多く 55.2％、

次いで「1 人」が 28.0％、「3 人」が 14.2％と続いており、平均は 1.9 人となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1（4）子どもの人数 

 

 希望する子どもの人数について、就学前児童では「2 人」が最も多く 54.6％、次いで「3 人」が 31.6％、

「1 人」が 6.5％と続いており、平均は 2.5 人となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1（5）希望する子どもの人数 
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 もう 1 人以上の子どもを生みたいかについて、「生みたいと思う」が 45.8％、「生みたいとは思わない」

が 52.7％となっており、「生みたいとは思わない」の方が 6.9 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1（6）もう 1 人以上の子どもを生みたいか 

 

 もう 1 人以上の子どもを生みたいとは思わない人に、どのような環境が整えばもう 1 人以上の子ども

を生みたいと思うかについて聞いたところ、「収入が増えれば生みたい」が最も多く 41.5％、次いで「そ

の他」が 39.8％、「保育所など子どもを預かってくれる環境が整えば生みたい」が 9.5％と続いている。

その他の主な内容として、「年齢的にもう少し若ければ」「もう生みたくない」「教育費用の補助制度があ

れば」「正社員として長く働ける職場が見つかれば生みたい」などがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1（7）どのような環境が整えばもう 1 人以上の子どもを生みたいと思うか 
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５．一緒に住んでいる人、近所に住んでいる人 

 一緒に住んでいる人について、就学前児童では「父と母と一緒に住んでいる」が最も多く 93.1％、次

いで「祖母が近所に住んでいる」が 25.4％、「祖父が近所に住んでいる」が 20.6％と続いている。また、

就学児童では「父と母と一緒に住んでいる」が最も多く 87.9％、次いで「祖母が近所に住んでいる」が

18.7％、「祖父が近所に住んでいる」が 14.2％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1（8）一緒に住んでいる人、近所に住んでいる人【複数回答】 
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第２節 子育てに関わっている人や施設 

１．子育てや教育を主に行っている人 

 子育てや教育を主に行っている人について、就学前児童では「主に母親」が最も多く 50.4％、次いで

「父母ともに」が 48.2％と続いている。また、就学児童では「主に母親」が最も多く 48.7％、次いで「父

母ともに」が 48.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2（1）子育てや教育を主に行っている人 
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２．子どもの面倒をみてもらえる人 

 子どもの面倒をみてもらえる人について、就学前児童では「緊急時もしくは用事のときにはご自身や

配偶者の親、親せきにみてもらえる」が最も多く 53.0％、次いで「緊急のときや用事があるときに子ど

もをみてもらえる友人や知人がいる」が 24.3％、「日常的にご自身や配偶者の親、親せきにみてもらえる」

が 23.5％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2（2）子どもの面倒をみてもらえる人≪就学前児童≫【複数回答】 

 

 また、就学児童では「緊急時もしくは用事のときにはご自身や配偶者の親、親せきにみてもらえる」

が最も多く 48.2％、次いで「緊急のときや用事があるときに子どもをみてもらえる友人や知人がいる」

が 35.1％、「日常的にご自身や配偶者の親、親せきにみてもらえる」が 26.5％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2（3）子どもの面倒をみてもらえる人≪就学児童≫【複数回答】 
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３．子育てや教育を気軽に相談できる人や場所 

 子育てや教育を気軽に相談できる人や場所について、就学前児童では「配偶者」が最も多く 88.0％、

次いで「友人や知人」が 77.2％、「ご自身や配偶者の親、親せき、（同居している）家族」が 71.8％と続

いている。また、就学児童では「配偶者」が最も多く 81.7％、次いで「友人や知人」が 77.7％、「ご自身

や配偶者の親、親せき、（同居している）家族」が 63.9％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2（4）子育てや教育を気軽に相談できる人や場所【複数回答】 
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第３節 保護者の就労状況 

「フルタイム」…1 週間に 5 日程度、1 日に 8 時間程度の就労 

「パート・アルバイトなど」…「フルタイム」以外の就労 

 

１．母親の就労状況 

 母親の就労状況について、就学前児童では「以前は働いていたが、今は働いていない」が最も多く 48.5％、

次いで「フルタイムで働いている」が 18.6％、「パート・アルバイトなどで働いている」が 17.1％と続い

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3（1）母親の就労状況≪就学前児童≫ 

 

 また、就学児童では「パート・アルバイトなどで働いている」が最も多く 43.0％、次いで「以前は働

いていたが、今は働いていない」が 22.1％、「フルタイムで働いている」が 21.5％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3（2）母親の就労状況≪就学児童≫ 
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２．父親の就労状況 

 父親の就労状況について、就学前児童では「フルタイムで働いている」が最も多く 94.4％となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3（3）父親の就労状況≪就学前児童≫ 

 

 また、就学児童では「フルタイムで働いている」が最も多く 86.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3（4）父親の就労状況≪就学児童≫ 
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３．母親の就労日数と就労時間数 

 母親の週当たりの就労日数について、就学前児童では「5 日」が最も多く 61.8％、次いで「4 日」が

12.4％、「6 日以上」が 11.3％と続いており、平均は 4.5 日となっている。また、就学児童では「5 日」

が最も多く 46.4％、次いで「4 日」が 21.0％、「3 日」が 16.8％と続いており、平均は 4.3 日となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3（5）母親の週当たりの就労日数 

 

 母親の 1 日当たりの就労時間数について、就学前児童では「6 時間以上 9 時間未満」が最も多く 60.9％、

次いで「3 時間以上 6 時間未満」が 22.7％、「9 時間以上 12 時間未満」が 10.5％と続いており、平均は

6.8 時間となっている。また、就学児童では「3 時間以上 6 時間未満」が最も多く 43.2％、次いで「6 時

間以上 9 時間未満」が 42.1％、「9 時間以上 12 時間未満」が 8.5％と続いており、平均は 6.1 時間となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3（6）母親の 1 日当たりの就労時間数 
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４．父親の就労日数と就労時間数 

 父親の週当たりの就労日数について、就学前児童では「5 日」が最も多く 63.7％、次いで「6 日以上」

が 32.6％と続いており、平均は 5.3 日となっている。また、就学児童では「5 日」が最も多く 63.9％、

次いで「6 日以上」が 31.9％と続いており、平均は 5.3 日となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3（7）父親の週当たりの就労日数 

 

 父親の 1日当たりの就労時間数について、就学前児童では「9時間以上 12時間未満」が最も多く 42.8％、

次いで「12 時間以上」が 27.5％、「6 時間以上 9 時間未満」が 23.5％と続いており、平均は 10.4 時間と

なっている。また、就学児童では「9 時間以上 12 時間未満」が最も多く 42.4％、次いで「6 時間以上 9

時間未満」が 25.0％、「12 時間以上」が 22.6％と続いており、平均は 10.1 時間となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3（8）父親の 1 日当たりの就労時間数 
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５．母親の家を出る時間と帰宅時間 

 母親の家を出る時間について、就学前児童では「8 時台」が最も多く 39.3％、次いで「7 時台」が 31.2％、

「9 時台」が 15.5％と続いている。また、就学児童では「8 時台」が最も多く 50.2％、次いで「9 時台」

が 17.6％、「7 時台」が 14.2％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3（9）母親の家を出る時間 

 

 母親の帰宅時間について、就学前児童では「18 時台」が最も多く 36.1％、次いで「19 時台」が 17.0％、

「17 時台」が 15.2％と続いている。また、就学児童では「15 時以前」が最も多く 22.8％、次いで「18

時台」が 17.8％、「17 時台」が 13.3％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3（10）母親の帰宅時間 
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６．父親の家を出る時間と帰宅時間 

 父親の家を出る時間について、就学前児童では「7 時台」が最も多く 41.8％、次いで「8 時台」が 29.0％、

「6 時台」が 14.0％と続いている。また、就学児童では「7 時台」が最も多く 42.1％、次いで「8 時台」

が 24.5％、「6 時台」が 15.8％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3（11）父親の家を出る時間 

 

 父親の帰宅時間について、就学前児童では「20 時台」が最も多く 21.5％、次いで「21 時台」が 19.5％、

「22 時台」が 15.8％と続いている。また、就学児童では「21 時台」が最も多く 20.1％、次いで「20 時

台」が 18.3％、「22 時台」が 16.9％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3（12）父親の帰宅時間 
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７．母親のフルタイムへの転換希望 

 パート・アルバイトなどで働いている人に、母親のフルタイムへの転換希望を聞いたところ、就学前

児童では「パート・アルバイトなどで働き続けることを希望」が最も多く 27.0％、就学児童では「パー

ト・アルバイトなどで働き続けることを希望」が最も多く 37.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3（13）母親のフルタイムへの転換希望 

 

８．父親のフルタイムへの転換希望 

 パート・アルバイトなどで働いている人に、父親のフルタイムへの転換希望を聞いたところ、就学前

児童では「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」が最も多く 36.4％、就学児童

では「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」が最も多く 50.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3（14）父親のフルタイムへの転換希望 
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９．母親の就労希望 

 現在働いていない母親に、働きたいという希望があるかについて聞いたところ、就学前児童では「１

年より先、一番下の子どもが、ある程度の年齢になったころに働きたい」が最も多く 9.9％、就学児童で

は「すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい」が最も多く 15.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3（15）母親の就労希望 

 

 就労希望で「１年より先、一番下の子どもが、ある程度の年齢になったころに働きたい」と回答した

母親に、一番下の子どもが何歳になったころに働きたいかについて聞いたところ、就学前児童では「6～

8 歳」が最も多く 11.3％、平均は 5.2 歳であった。また、就学児童では「9 歳以上」が最も多く 53.8％と

なっており、平均は 11.0 歳であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3（16）母親が一番下の子どもが何歳になったころに働きたいか 
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 就労希望で「すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい」と答えた母親に、希望する働き方について

聞いたところ、就学前児童では「フルタイム」が 17.9％、「パートタイム、アルバイトなど」が 82.1％、

就学児童では「フルタイム」が 9.5％、「パートタイム、アルバイトなど」が 87.8％となっており、フル

タイムを希望する人は、就学前児童の方が 8.4 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3（17）母親の希望する働き方（すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい） 

 

 また、1 週当たりの就労日数について、就学前児童では「3 日」が最も多く 33.9％、次いで「5 日」が

28.6％、「4 日」が 21.4％と続いており、平均は 3.7 日となっている。また、就学児童では「3 日」が最

も多く 55.4％、次いで「4 日」が 26.2％、「5 日」が 12.3％と続いており、平均は 3.5 日となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3（18）母親の 1 週当たりの希望就労日数（すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい） 
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 さらに、1 日当たりの希望就労時間数について、就学前児童では「3 時間以上 6 時間未満」が最も多く

58.9％、平均は 5.1 時間となっている。また、就学児童では「3 時間以上 6 時間未満」が最も多く 83.1％、

平均は 4.7 時間となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3（19）母親の 1 日当たりの希望就労時間数（すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい） 

 

１０．父親の就労希望 

 現在働いていない父親に、働きたいという希望があるかについて聞いたところ、就学前児童では「す

ぐにでも、もしくは１年以内に働きたい」が最も多く 37.5％、就学児童では「子育てや家事などに専念

したい（働く予定はない）」「すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい」が最も多く、それぞれ 20.0％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3（20）父親の就労希望 
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１１．就労希望の理由 

 現在働いていないが就労希望のある人に、その理由を聞いたところ、就学前児童では「将来への備え

のため（子どもの教育費、老後の備えなど）」が最も多く 83.9％、次いで「仕事を通じて、自分の能力を

発揮し、向上させたいため」が 35.0％、「働かないと、暮らしていけなくなるため」が 34.3％と続いてい

る。また、就学児童では「将来への備えのため（子どもの教育費、老後の備えなど）」が最も多く 80.0％、

「仕事を通じて、自分の能力を発揮し、向上させたいため」が 26.7％、「働かないと、暮らしていけなく

なるため」が 22.2％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3（21）就労希望の理由【複数回答】 
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第４節 定期的な幼稚園や保育園などの利用 

１．平日の定期的な幼稚園や保育園などの利用の有無 

 平日の定期的な幼稚園や保育園などの利用状況について、「利用している」が 59.5％、「利用していな

い」が 40.2％で、「利用している」の方が 19.3 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4（1）平日の定期的な幼稚園や保育園などの利用状況 

 

２．平日の定期的な幼稚園や保育園などを利用しない理由 

 平日の定期的な幼稚園や保育園などを利用していない人に、その理由を聞いたところ、「ご自身や配偶

者が子どもの面倒をみているため、利用する必要がない」が最も多く 55.0％、次いで「子どもがまだ小

さいため、ある程度の年齢になったら利用しようと考えている」が 41.7％、「利用したいが、幼稚園や保

育所などに空きがない」が 13.2％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4（2）平日の定期的な幼稚園や保育園などを利用しない理由【複数回答】 
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 また、平日の定期的な幼稚園や保育園などを利用しない理由で、「子どもがまだ小さいため、ある程度

の年齢になったら利用しようと考えている」と回答した人に、何歳くらいになったら利用しようと考え

ているかについて聞いたところ、「3 歳」が最も多く 47.1％、次いで「4 歳」が 25.0％、「1 歳」が 14.3％

と続いており、平均は 2.9 歳となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4（3）子どもが何歳くらいになったら利用しようと考えているか 
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３．平日の定期的な幼稚園や保育園などの利用状況 

 平日の定期的な幼稚園や保育園などの利用状況について、現在では「認可保育所」が最も多く 41.6％、

次いで「幼稚園」が 41.4％、「幼稚園+幼稚園の預かり保育」が 10.2％と続いている。また、希望では「幼

稚園+幼稚園の預かり保育」が最も多く 49.7％、次いで「認可保育所」が 42.7％、「幼稚園」が 40.7％と

続いている。 

 現在と希望を比較すると、現在より希望が増加しているものは、「幼稚園+幼稚園の預かり保育」が最

も多く 39.5 ポイント、次いで「子育ての仲間が集まる場」が 22.7 ポイント、「認定こども園」が 16.9

ポイントと続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4（4）平日の定期的な幼稚園や保育園などの利用状況【複数回答】 
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表 2-4（1）平日の定期的な幼稚園や保育園など施設やサービスの内容 

分野 施設・サービス名 追加説明 

教
育
・
保
育 

幼稚園 通常の就園時間だけ利用している 

幼稚園＋幼稚園の預かり保育 
通常の就園時間に利用し、さらに時間を延長して、定期的

に預かるサービスを利用 

認可保育所 市役所に申し込んで入る公立保育所や私立保育所 

認定こども園 施設の中に幼稚園と保育所がある施設 

家庭的保育 保育士などがその自宅などで子どもを預かるサービス 

事業所内保育施設 会社や病院が主に従業員のために子どもを預かる施設 

共同保育所 市役所が定める基準を満たした認可外の保育施設 

その他の認可外の保育施設 認可外の保育施設 

居宅訪問型保育 
ベビーシッターなどが自宅を訪問して子どもをみてくれ

るサービス 

子
育
て 

支
援 

子育ての仲間が集まる場 地域子育て支援センター（保育所）や子育て広場など 

ファミリー・サポート・セン

ター 

センターに登録している近所の人が子どもをみてくれる

サービス 

 

４．平日の定期的な幼稚園や保育園などの利用日数と利用時間数 

 平日の定期的な幼稚園や保育園などの 1 週当たりの利用日数について、現在では「5 日」が最も多く

84.3％で、平均は 4.8 日となっている。また、希望では「5 日」が最も多く 54.8％で、平均は 5.0 日とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4（5）平日の定期的な幼稚園や保育園などの 1 週当たりの利用日数 
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 平日の定期的な幼稚園や保育園などの 1 日当たりの利用時間数について、現在では「3 時間以上 6 時

間未満」が最も多く 34.8％で、平均は 7.1 時間となっている。また、希望では「6 時間以上 9 時間未満」

が最も多く 32.9％で、平均は 7.8 時間となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4（6）平日の定期的な幼稚園や保育園などの 1 日当たりの利用時間数 

 

 平日の定期的な幼稚園や保育園などの利用開始時間について、現在では「9 時台」が最も多く 46.0％、

次いで「8 時台」が 34.2％、「8 時以前」が 8.2％と続いている。また、希望では「9 時台」が最も多く

31.7％、次いで「8 時台」が 24.3％、「8 時以前」が 7.3％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4（7）平日の定期的な幼稚園や保育園などの利用開始時間 
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 平日の定期的な幼稚園や保育園などの利用終了時間について、現在では「14 時台」が最も多く 37.0％、

次いで「17 時台」が 20.5％、「18 時台」が 20.3％と続いている。また、希望では「15 時台」が最も多

く 14.7％、次いで「17 時台」が 12.3％、「18 時台」が 12.1％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4（8）平日の定期的な幼稚園や保育園などの利用終了時間 

 

５．幼稚園や保育園などの所在地 

 現在、利用されている施設などの所在地について、「吹田市内（自宅を訪問するサービスも含む）」が

86.8％、「他の市区町村」が 9.1％で、「吹田市内」の方が 77.7 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4（9）幼稚園や保育所などの所在地 
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６．幼稚園や保育園などを利用する理由 

 幼稚園や保育所などを利用する理由について、「子どもの教育や発達のため」が最も多く 64.4％、次い

で「保護者が働いている」が 49.5％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4（10）幼稚園や保育園などを利用する理由【複数回答】 

 

７．土曜日、日曜日・祝日の幼稚園や保育所などの利用希望 

土曜日、日曜日・祝日の幼稚園や保育所などの利用希望について、土曜日では「利用する必要はない」

が最も多く 68.2％、次いで「月に 1～2 回は利用したい」が 22.4％、「ほぼ毎週利用したい」が 7.8％と

なっている。また、日曜日・祝日では、「利用する必要はない」が最も多く 81.8％、次いで「月に 1～2

回は利用したい」が 12.3％、「ほぼ毎週利用したい」が 2.4％となっている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4（11）土曜日、日曜日・祝日の幼稚園や保育所などの利用希望 
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土曜日、日曜日・祝日の幼稚園や保育所などの利用希望で、ほぼ毎週利用したいと回答した人に、利

用したい時間帯を聞いたところ、利用希望開始時間は、土曜日で「8 時台」が最も多く 39.8％、日曜日・

祝日で「9 時台」が最も多く 40.0％となっている。また、利用希望終了時間は、土曜日で「17 時台」「18

時台」が最も多く、それぞれ 29.2％、日曜日・祝日で「17 時台」「18 時台」が最も多く、それぞれ 28.6％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4（12）ほぼ毎週利用したい場合の利用希望開始時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4（13）ほぼ毎週利用したい場合の利用希望終了時間 
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土曜日、日曜日・祝日の幼稚園や保育所などの利用希望で、「月に 1～2 回は利用したい」と回答した

人に、利用したい時間帯を聞いたところ、利用希望開始時間は、土曜日で「9 時台」が最も多く 45.8％、

日曜日・祝日で「9 時台」が最も多く 40.8％となっている。また、利用希望終了時間は、土曜日で「17

時台」が最も多く 27.1％、日曜日・祝日で「17 時台」が最も多く 32.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4（14）月に 1～2 回は利用したい場合の利用希望開始時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4（15）月に 1～2 回は利用したい場合の利用希望終了時間 
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８．長期休暇中の幼稚園の利用希望 

 夏休み・冬休みなどの長期休暇中に幼稚園を利用したいかについて、「利用する必要はない」が最も多

く 49.2％、次いで「休みの期間中、週に数日利用したい」が 27.7％、「休みの期間中、ほぼ毎日使いたい」

が 19.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4（16）長期休暇中の幼稚園の利用希望 
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夏休み・冬休みなどの長期休暇中に幼稚園の利用希望がある人に、利用したい時間帯を聞いたところ、

休みの期間中、ほぼ毎日使いたい場合は、希望開始時間は「8 時台」が最も多く 42.3％、希望終了時間

は「18 時台」が最も多く 38.0％となっている。また、休みの期間中、週に数日利用したい場合は、希望

開始時間は「9 時台」が最も多く 63.0％、希望終了時間は「15 時台」が最も多く 25.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4（17）休みの期間中、ほぼ毎日使いたい場合の利用希望時間帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4（18）休みの期間中、週に数日利用したい場合の利用希望時間帯 
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第５節 小学校終了後の放課後の過ごし方 

１．留守家庭児童育成室の利用の有無（小学１年～小学３年） 

 留守家庭児童育成室の利用の有無について、「利用している」が 22.6％、「利用していない」が 76.2％

で、「利用していない」の方が 53.6 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5（1）留守家庭児童育成室の利用の有無 

 

２．留守家庭児童育成室の利用日数と利用時間数（小学１年～小学３年） 

 留守家庭児童育成室を利用している人に、留守家庭児童育成室の 1 週当たりの利用日数について聞い

たところ、現在では「5 日」が最も多く 84.8％で、平均は 4.9 日となっている。また、希望では「5 日」

が最も多く 55.1％で、平均は 5.1 日となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5（2）留守家庭児童育成室の 1 週当たりの利用日数 
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 留守家庭児童育成室の 1 日当たりの利用時間数について、現在では「3 時間未満」が最も多く 37.3％

で、平均は 2.7 時間となっている。また、希望では「3 時間以上 6 時間未満」が最も多く 36.1％で、平

均は 3.4 時間となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5（3）留守家庭児童育成室の 1 日当たりの利用時間数 

 

 留守家庭児童育成室の利用終了時間について、現在では「17 時台」が最も多く 75.3％、次いで「18

時台」が 16.5％となっている。また、希望では「17 時台」が最も多く 36.7％、次いで「19 時台」が 22.8％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5（4）留守家庭児童育成室の利用終了時間 
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３．留守家庭児童育成室の利用理由（小学１年～小学３年） 

 留守家庭児童育成室の利用理由について、「保護者が働いている」が最も多く 97.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5（5）留守家庭児童育成室の利用理由 

 

４．土曜日、日曜日・祝日の留守家庭児童育成室の利用希望（小学１年～小学３年） 

 土曜日、日曜日・祝日の留守家庭児童育成室の利用希望について、土曜日では「利用する必要はない」

が最も多く 59.5％、次いで「月に 1～2 回は利用したい」が 20.9％、「ほぼ毎週利用したい」が 17.1％と

なっている。また、日曜日・祝日では「利用する必要はない」が最も多く 72.8％、次いで「月に 1～2 回

は利用したい」が 17.7％、「ほぼ毎週利用したい」が 1.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5（6）土曜日、日曜日・祝日の留守家庭児童育成室の利用希望 
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 土曜日、日曜日・祝日の留守家庭児童育成室の利用希望で、「月に１～２回は利用したい」と回答した

人に、毎週ではなく、たまに利用したい理由を聞いたところ、「月に数回仕事が入るため」が最も多く

88.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5（7）土曜日、日曜日・祝日の留守家庭児童育成室をたまに利用したい理由【複数回答】 

 

５．留守家庭児童育成室への要望（小学１年～小学３年） 

 留守家庭児童育成室への要望について、「施設や設備を改善する」が最も多く 54.4％、次いで「その他」

が 43.7％、「夕方の利用時間を延長する」が 30.4％と続いている。また、その他の主な内容として「小学

4 年生以降の期間延長」「指導員の人数を増やしてほしい」などがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5（8）留守家庭児童育成室への要望【複数回答】 
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６．小学４年生以降の放課後の過ごし方（小学１年～小学３年） 

 小学4年生以降の放課後の過ごし方について、「留守家庭児童育成室を利用したい」が最も多く69.0％、

次いで「スポーツクラブや学習塾などの習い事をさせたい」が 12.7％、「子どもに自宅の留守番をしても

らう」が 7.0％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5（9）小学４年生以降の放課後の過ごし方 

 

 また、小学 4 年生以降の放課後の過ごし方で、「留守家庭児童育成室を利用したい」と回答した人に、

小学何年生まで利用したいかについて聞いたところ、「6 年生」が最も多く 75.2％、次いで「4 年生」が

15.6％、「5 年生」が 4.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5（10）留守家庭児童育成室を小学何年生まで利用したいか 
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７．留守家庭児童育成室を利用していない理由（小学１年～小学３年） 

 留守家庭児童育成室を利用していない人に、その理由について聞いたところ、「ご自身や配偶者が子ど

もの面倒をみているため、利用する必要がない」が最も多く 62.8％、次いで「その他」が 13.3％、「父母

とも働いているが、放課後の短時間なら子どもだけでも大丈夫だと思うから」が 8.5％と続いている。ま

た、その他の主な内容として「行事や役員の仕事が多すぎるため」「子どもが利用するのを嫌がるから」

「子どもだけで大丈夫だと思うから」などがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5（11）留守家庭児童育成室を利用していない理由 

 

 今後、父母ともに働くなどの予定があるなどの理由で、留守家庭児童育成室を利用したいかについて、

「利用したい」が 7.5％、「今後も利用しない」が 87.4％で、「今後も利用しない」の方が 79.9 ポイント

高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5（12）今後、父母ともに働くなどの予定がある場合の留守家庭児童育成室を利用意向 
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 今後、父母ともに働くなどの予定があるなどの理由で、留守家庭児童育成室を利用したい人に、1 週当

たりの利用希望日数を聞いたところ、「3 日」「5 日」が最も多く、それぞれ 37.5％で、平均は 3.8 日とな

っている。また、1 日当たりの利用希望時間数は、「3 時間未満」が最も多く 35.0％、次いで「3 時間以

上 6 時間未満」が 32.5％で、平均は 3.3 時間となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5（13）留守家庭児童育成室を利用したい場合の 1 週当たりの利用希望日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5（14）留守家庭児童育成室を利用したい場合の 1 日当たりの利用希望時間数 

 

 今後、父母ともに働くなどの予定があるなどの理由で、留守家庭児童育成室を利用したい人に、土曜

日、日曜日・祝日の利用希望を聞いたところ、土曜日では「利用希望はある」が 25.0％、「利用希望はな

い」が 50.0％、日曜日・祝日では「利用希望はある」が 10.0％、「利用希望はない」が 60.0％となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5（15）留守家庭児童育成室を利用したい場合の土曜日、日曜日・祝日の利用希望 
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８．小学校終了後の放課後の過ごし方（５歳以上の子ども） 

 小学生になったら、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思うか

について、小学校低学年（1～3 年）では「習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾など）」が最も

多く 58.2％、次いで「自宅」が 56.6％、「留守家庭児童育成室」が 31.1％と続いている。また、小学校

高学年（4～6 歳）では「習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾など）」が最も多く 68.4％、次

いで「自宅」が 57.7％、「その他（公民館、公園など）」が 28.1％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5（16）平日の小学校就学後の希望する過ごし方【複数回答】 
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９．土曜日、日曜日・祝日の留守家庭児童育成室の利用希望（５歳以上の子ども） 

 小学生になったら、放課後（平日の小学校終了後）の時間を留守家庭児童育成室で過ごさせたいと回

答した人に、土曜日、日曜日・祝日に、留守家庭児童育成室の利用希望があるかについて聞いたところ、

土曜日では「利用する必要はない」が最も多く 58.7％、「高学年（4～6 年生）になっても利用したい」

が 20.6％、「低学年（1～3 年生）の間は利用したい」が 19.0％となっている。また、日曜日・祝日では

「利用する必要はない」が最も多く 76.2％、「高学年（4～6 年生）になっても利用したい」が 14.3％、

「低学年（1～3 年生）の間は利用したい」が 6.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5（17）土曜日、日曜日・祝日の留守家庭児童育成室の利用希望 

 

１０．長期休暇期間中の留守家庭児童育成室の利用希望（５歳以上の子ども） 

 夏休み・冬休みなどの長期休暇期間中の留守家庭育成室の利用希望について、「利用する必要はない」

が最も多く 50.0％、次いで「高学年（4～6 年生）になっても利用したい」が 28.1％、「低学年（1～3 年

生）の間は利用したい」が 16.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5（18）長期休暇期間中の留守家庭児童育成室の利用希望 
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夏休み・冬休みなどの長期休暇期間中の留守家庭育成室の利用希望がある人に、利用したい時間帯を

聞いたところ、低学年（1～3 年生）の間は利用したい場合で、希望開始時間は「8 時台」「9 時台」が最

も多く、それぞれ 46.9％、希望終了時間は「17 時台」が最も多く 50.0％となっている。また、高学年（4

～6 年生）になっても利用したい場合で、希望開始時間は「8 時台」が最も多く 47.3％、希望終了時間は

「17 時台」が最も多く 58.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5（19）低学年（1～3 年生）の間は利用したい場合の留守家庭児童育成室の利用希望時間帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-5（20）高学年（4～6 年生）になっても利用したい場合の留守家庭児童育成室の利用希望時間帯 
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第６節 病気になった時の対応 

１．子どもが病気になった時の対応 

 子どもが病気になった時に、幼稚園や保育所などの施設やサービスを利用できなかったことがあるか

について、就学前児童では「あった」が 77.8％、「なかった」が 20.9％となっている。また、小学校を休

まなければならなかったことがあるかについて、就学児童では「あった」が 72.2％、「なかった」が 26.5％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-6（1）子どもが病気になった時に幼稚園や保育所、小学校を休んだことがあるか 
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 子どもが病気になった時に、幼稚園や保育所などの施設やサービスを利用できなかったことがある人

に、その対処方法について聞いたところ、就学前児童では「母親が仕事を休んだ」が最も多く 55.1％、

次いで「ご自身や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった（同居している場合も含む）」が 38.3％、

「働いていない父親か母親が子どもをみた」が 32.7％と続いている。また、就学児童では「母親が仕事

を休んだ」が最も多く 45.1％、次いで「働いていない父親か母親が子どもをみた」が 30.9％、「ご自身や

配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった（同居している場合も含む）」が 24.0％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-6（2）幼稚園や保育所、小学校を休んだ時の対処方法【複数回答】 
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２．病気の子どものための保育施設 

 子どもが病気になった時に幼稚園や保育所、小学校を休んだときの対処方法で、父親または母親が仕

事を休んだと回答した人に、できれば病気の子どものための保育施設などを利用したいかについて聞い

たところ、就学前児童では「できれば病気の子どものための保育施設などを利用したい」が 44.4％、「利

用したいと思わない」が 51.9％、就学児童では「できれば病気の子どものための保育施設などを利用し

たい」が 20.0％、「利用したいと思わない」が 77.0％となっており、就学前児童の方が「できれば病気の

子どものための保育施設などを利用したい」で 24.4 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-6（3）病気の子どものための保育施設の利用意向 

 

 できれば病気の子どものための保育施設などを利用したいと回答した人に、利用希望日数について聞

いたところ、就学前児童では「4～10 日」が最も多く 36.0％で、平均は 7.0 日となっている。また、就

学児童では「1～3 日」が最も多く 57.6％で、平均は 3.4 日となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-6（4）病気の子どものための保育施設の利用希望日数 

 

44.4 

20.0 

51.9 

77.0 

3.7 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童（0～5歳）

【N=401】

就学児童（小学生）

【N=496】

できれば病気の子どものための

保育施設などを利用したい

利用したいと思わない 不明

25.8 

36.0 

7.9 

0.6 

0.6 

29.2 

0.0 25.0 50.0 75.0

1～3日

4～10日

11～20日

21～30日

31日以上

不明

就学前児童（0～5歳）

【N=178】

57.6 

21.2 

0.0 

0.0 

0.0 

21.2 

0.0 25.0 50.0 75.0

1～3日

4～10日

11～20日

21～30日

31日以上

不明

就学児童（小学生）

【N=99】



  第 2 章 集計結果 

－46－ 

 

 できれば病気の子どものための保育施設などを利用したいと回答した人に、利用する場合に希望する

サービスを聞いたところ、「幼稚園・保育所などに併設した施設で子どもをみてくれるサービス」が最も

多く 80.3％、次いで「小児科に併設した施設で子どもをみてくれるサービス」が 79.8％、「民間事業者な

どが自宅を訪問し、子どもをみてくれるサービス」が 11.8％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-6（5）病気の子どものための保育施設を利用する場合に希望するサービス【複数回答】 

 

 できれば病気の子どものための保育施設などを利用したいと思わないと回答した人に、その理由を聞

いたところ、「病気の子どもを家族以外の人にみてもらうのは不安である」が最も多く 53.8％、次いで「病

気の子どもは家族がみるべきである」が 37.0％、「施設のある場所や利用できる時間・日数など、サービ

スの使い勝手がよくない」が 36.5％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-6（6）病気の子どものための保育施設を利用したいと思わない理由【複数回答】 
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第７節 不定期な一時預かり 

１．不定期な一時預かりの利用状況 

 ご自身や配偶者の親の通院、不定期な仕事などを理由として、子どもを預かるサービスの利用、また

は、子どもを家族以外の誰かに一時的に預けたことはあるかについて、就学前児童では「利用していな

い」が最も多く 76.3％、次いで「幼稚園の預かり保育」が 10.1％、「一時預かり」が 9.6％と続いている。

また、就学児童では「預けるようなことはなかった」が最も多く 57.5％、次いで「ご自身や配偶者の親、

親せき、友人・知人にみてもらった（同居している場合も含む）」が 36.1％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-7（1）不定期な一時預かりの利用状況【複数回答】 
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表 2-7（1）一時預かりなどのサービス 

No サービス名 内容 

1 一時預かり 
私用などの理由で、保育所などで一時的に子どもを保育する

サービス 

2 幼稚園の預かり保育 
幼稚園に通う子どもを対象にして、通常の就園時間を延長し

て預かるサービスを不定期に利用している場合 

3 ファミリー・サポート・センター 
センターに登録している近所の人が子どもをみてくれるサ

ービス 

4 
子育て支援短期利用事業 

（トワイライトステイ） 

仕事などの理由により、児童養護施設などで休日や夜間に子

どもを一時的に預かるもの 

 

２．不定期な一時預かりの利用意向 

 私用、ご自身や配偶者の親の通院、不定期な仕事などを理由として、保育所などで実施されている一

時預かりを利用したいかについて、「利用したい」が 54.5％、「利用する必要はない」が 43.5％で、「利用

したい」の方が 11.0 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-7（2）不定期な一時預かりの利用意向 

 

保育所などで実施されている一時預かりを利用したい人に、利用したい目的について聞いたところ、

「買物、子どもたちやご自身の習い事、リフレッシュ」が最も多く 68.9％、次いで「冠婚葬祭、学校行

事、子どもたちや親の通院など」が 54.3％、「不定期な仕事」が 28.2％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-7（3）不定期な一時預かりを利用したい内容【複数回答】 
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 保育所などで実施されている一時預かりを利用したい人に、利用したい年間日数について聞いたとこ

ろ、合計で「4～10 日」が最も多く 28.3％で、平均は 21.7 日となっている。また、年間日数の平均は、

「買物、子どもたちやご自身の習い事、リフレッシュ」が 13.9 日、「冠婚葬祭、学校行事、子どもたち

や親の通院など」が 7.7 日、「不定期な仕事」が 20.2 日、「その他」が 16.1 日となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-7（4）不定期な一時預かりを利用したい年間日数 
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保育所などで実施されている一時預かりを利用したい人に、希望する子育て支援サービスについて聞

いたところ、「幼稚園・保育所などの施設で子どもをみてくれるサービス」が最も多く 90.8％、次いで「地

域子育て支援センター（保育所）や子育て広場などの小規模な施設で子どもをみてくれるサービス」が

47.7％、「ファミリー・サポート・センターに登録している近所の人などがその自宅などで子どもをみて

くれるサービス」が 10.0％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-7（5）不定期な一時預かりを利用する場合の希望する子育て支援サービス【複数回答】 
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３．保護者の用事で子どもを家族以外に泊りがけで預けた状況 

 この１年間に、冠婚葬祭、家族の病気などの保護者の用事により、子どもを泊りがけで家族以外にみ

てもらわないといけないことで対処した方法について、就学前児童では「みてもらわないといけないこ

とはなかった」が最も多く 71.4％、次いで「ご自身や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった

（同居している場合も含む）」が 18.0％と続いている。また、就学児童では「みてもらうことはなかった」

が最も多く 81.3％、次いで「ご自身や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった（同居している

場合も含む）」が 11.4％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-7（6）保護者の用事で子どもを家族以外に泊りがけで預けた状況【複数回答】 
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第８節 子育て支援事業 

１．子育て支援事業の利用状況 

 子育て支援事業の利用状況について、「利用していない」が最も多く 75.0％、次いで「子育て支援事業

を利用している」が 22.5％、「その他市が実施している類似の事業を利用している」が 1.3％となってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-8（1）子育て支援事業の利用状況 

 

「子育て支援事業」…親子が集まって過ごしたり、相談をしたり、情報提供を受けたりする場で、「地域

子育て支援センター（保育所）」「子育て広場」などと呼ばれている。 

 

２．子育て支援事業の利用意向 

 子育て支援事業について、今は利用していないができれば利用したい、あるいは、利用日数を増やし

たいと思うかについて、「新たに利用したり、利用日数を増やしたりしたいとは思わない」が最も多く

60.7％、「利用していないが、今後利用したい」が 24.3％、「すでに利用しているが、今後利用日数を増

やしたい」が 12.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-8（2）子育て支援事業の利用意向 
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子育て支援事業を利用するにあたって、どのようなサービスを利用したいかについて、「常設の子育て

親子の交流の場・遊びの場の提供」が最も多く 85.2％、次いで「子育てに関する相談・援助」が 45.6％、

「地域の子育て関連情報の提供」が 41.5％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-8（3）子育て支援事業を利用するにあたって希望するサービス【複数回答】 

 

３．子育て支援事業の認知度・利用度 

 子育て支援事業の認知度について、「保育所や幼稚園の園庭などの開放」が最も高く 89.8％、次いで「児

童会館・児童センター」が 87.7％、「母親・父親学級、両親学級、育児学級」が 78.6％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-8（4）子育て支援事業の認知度 
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 子育て支援事業の利用度について、利用度が高いものは、「児童会館・児童センター」が最も高く 62.7％、

次いで「保育所や幼稚園の園庭などの開放」が 60.6％、「母親・父親学級、両親学級、育児学級」が 51.2％

と続いている。また、利用度が低いものは、「家庭教育に関する学級・講座」が最も高く 83.2％、次いで

「育児支援家庭訪問事業」が 80.8％、「のびのび子育てプラザの子育て相談（子育て青少年拠点夢つなが

り未来館１階）」が 75.4％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-8（5）子育て支援事業の利用度 

 

「育児支援家庭訪問事業」…さまざまな原因で子育ての支援が必要な家庭に子育て経験者による子育て

の援助、保健師による訪問指導などを実施している。 
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 子育て支援事業の利用意向について、「児童会館・児童センター」が最も高く 71.7％、次いで「保育所

や幼稚園の園庭などの開放」が 60.2％、「吹田市ホームページ『すくすく子育てＮavi』」が 49.7％と続い

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-8（6）子育て支援事業の利用意向 
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３．子育て支援事業に対する要望 

 市役所などに対して、どのような子育て支援事業を充実してほしいかについて、就学前児童では「小

児救急など安心して子どもが医療機関を利用できる体制を整備する」が最も多く 71.0％、次いで「育児

休業給付、児童手当、扶養控除の拡充などの子育て世帯への経済的援助の拡充」が 64.9％、「親子が安心

して集まれる公園などの屋外の施設を整備する」が 63.8％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-8（7）子育て支援事業に対する要望≪就学前児童≫【複数回答】 
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親子が安心して集まれる子育て広場などの屋内の施設を整備する

子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のためのスペースづくり

（赤ちゃんの駅事業）や、歩道の段差解消などの「子育てのバリアフリー化」に取り組む

子育てに困ったときの相談体制を充実する

子育て支援に関する情報提供を充実する

子育て中の親の仲間づくりや子育ての知識や技能の取得に役立つ親子教室の

開催回数の増加と内容の充実を図る

子育てサークル活動への支援を充実する

保育所や留守家庭児童育成室など子どもを預ける施設を増やす

幼稚園における早朝、夕方の預かり保育の延長や夏休みなどの預かり保育などを充実する

専業主婦など誰でも気軽に利用できるＮＰＯなどによる

子育て支援サービスに対する支援を行う

小児救急など安心して子どもが医療機関を利用できる体制を整備する

子どもの安全を確保する対策を充実する
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公営住宅の優先入居など住宅面での配慮や支援に取り組む

その他

特になし

不明

就学前児童（0～5歳）

【N=1,454】
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 また、就学児童では「小児救急など安心して子どもが医療機関を利用できる体制を整備する」が最も

多く 58.4％、次いで「育児休業給付、児童手当、扶養控除の拡充などの子育て世帯への経済的援助の拡

充」が 54.7％、「子どもの安全を確保する対策を実施する」が 43.4％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-8（8）子育て支援事業に対する要望≪就学児童≫【複数回答】 
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第９節 仕事と育児の両立 

１．育児休業の取得状況 

 子どもが生まれたとき、母親、父親は育児休業を取ったかについて、母親では「働いていなかった」

が最も多く 53.2％、次いで「育児休業を取った、あるいは、今取っている」が 26.9％、「育児休業を取ら

ずに離職した」が 16.5％と続いている。また、父親では「育児休業を取らずに働いた」が最も多く 84.6％、

次いで「育児休業を取った、あるいは、今取っている」が 2.9％で、育児休業の平均取得予定日数は 18.2

日となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9（1）育児休業の取得状況 
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子どもが生まれたとき、育児休業を取らずに働いた人に、その理由を聞いたところ、母親では「仕事

が忙しかった」が最も多く 26.5％、次いで「収入減となり、経済的に苦しくなる」「職場に育児休業の制

度がなかった」がそれぞれ 20.6％と続いている。また、父親では「仕事が忙しかった」が最も多く 37.4％、

次いで「配偶者が無職である、ご自身や配偶者の親などにみてもらえるなど、制度を利用する必要がな

かった」が 33.8％、「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」が 31.0％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9（2）育児休業を取らずに働いた理由【複数回答】 
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子どもが生まれたとき、育児休業を取らずに離職した人に、その理由を聞いたところ、母親では「子

育てや家事に専念するため」が最も多く 41.7％、次いで「職場に育児休業の制度がなかった」が 21.7％、

「仕事に戻るのが難しそうだった」が 20.0％と続いている。また、父親では「仕事が忙しかった」が最

も多く 51.6％、次いで「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」が 45.2％、「配偶者が無職である、

ご自身や配偶者の親などにみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった」が 41.9％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9（3）育児休業を取らずに離職した理由【複数回答】 
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 育児休業を取った、あるいは、今取っている人に、育児休業を取った後、職場に復帰したかについて

聞いたところ、母親では「育児休業を取ったあと、職場に復帰した」が最も多く 66.0％、父親では「育

児休業を取ったあと、職場に復帰した」が最も多く 83.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9（4）育児休業を取得後の状況 

 

 希望として、子どもが何歳何ヶ月のときまで育児休業を取りたかったかについて、母親では「出生後 2

度目の 4 月の一斉入所時」が最も多く 22.5％、次いで「満 1 歳まで」が 21.3％と続いている。また、父

親では「その他」が最も多く 14.3％、次いで「満 1 歳まで」が 11.4％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9（5）子どもが何歳何ヶ月のときまで育児休業を取りたかったか 
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職場に育児のために 3 歳まで休暇を取得できる制度があった場合、希望として、子どもが何歳何ヶ月

のときまで取りたいかについて、母親では「3 歳以上」が最も多く 35.3％、父親では「6 ヶ月未満」が最

も多く 40.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9（6）職場に育児のために 3 歳まで休暇を取得できる制度があった場合の利用希望 
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２．子どもと一緒に過ごす時間 

 平日における 1 日当たりの就学前児童の子どもと一緒に過ごす平均的な時間について、母親では「15

時間以上」が最も多く 43.4％で、平均は 13.8 時間、父親では「3 時間未満」が最も多く 64.2％で、平均

は 2.4 時間となっている。また、その時間は十分だと思うかについて、母親では「十分だと思う」が最も

多く 62.4％、父親では「不十分だと思う」が最も多く 38.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9（7）平日に就学前児童の子どもと一緒に過ごす 1 日当たりの平均的な時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9（8）平日に就学前児童の子どもと一緒に過ごす時間に対する評価 
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 休日における 1 日当たりの就学前児童の子どもと一緒に過ごす平均的な時間について、母親では「15

時間以上」が最も多く 57.8％で、平均は 18.7 時間、父親では「15 時間以上」が最も多く 36.9％で、平

均は 15.0 時間となっている。また、その時間は十分だと思うかについて、母親では「十分だと思う」が

最も多く 81.3％、父親では「十分だと思う」が最も多く 52.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9（9）休日に就学前児童の子どもと一緒に過ごす 1 日当たりの平均的な時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9（10）休日に就学前児童の子どもと一緒に過ごす時間に対する評価 
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1 日当たりの就学児童の子どもと一緒に過ごす 1 週間の平均的な時間について、母親では「3 時間以上

6 時間未満」が最も多く 37.6％で、平均は 6.9 時間、父親では「3 時間未満」が最も多く 45.1％、平均は

3.1 時間となっている。また、その時間は十分だと思うかについて、母親では「十分だと思う」が最も多

く 39.3％、父親では「不十分だと思う」が最も多く 26.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9（11）就学児童の子どもと一緒に過ごす 1 日当たりの 1 週間の平均的な時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9（12）就学児童の子どもと一緒に過ごす時間に対する評価 
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３．家事の分担 

1 日当たりの家事を何時間くらいするかについて、1 週間の平均的な時間は、就学前児童の母親では「3

時間以上 6 時間未満」が最も多く 53.7％で、平均は 5.3 時間、父親では「3 時間未満」が最も多く 85.4％

で、平均は 0.8 時間となっている。また、就学児童の母親では「3 時間以上 6 時間未満」が最も多く 54.3％

で、平均は 4.7 時間、父親では「3 時間未満」が最も多く 79.3％で、平均は 0.6 時間となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9（13）就学前児童を持つ保護者が家事をする 1 週間の平均的な時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9（14）就学児童を持つ保護者が家事をする 1 週間の平均的な時間 
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４．仕事と子育てを両立する上での課題 

 仕事と子育てを両立する上での課題について、就学前児童では「子どもや自分が病気やけがをしたと

きに代わりに子どもをみてくれる人がいないこと」が最も多く 66.4％、次いで「残業や出張が入ること」

が 44.7％、「子どもと接する時間が少ないこと」が 37.3％と続いている。また、就学児童では「子どもや

自分が病気やけがをしたときに代わりに子どもをみてくれる人がいないこと」が最も多く 51.5％、次い

で「子どもと接する時間が少ないこと」が 36.4％、「残業や出張が入ること」が 33.6％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9（15）仕事と子育てを両立する上での課題【複数回答】 
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第１０節 子どもの生活習慣や普段の過ごし方 

１．子どもの生活習慣 

 朝ごはんを食べるかについて、就学前児童では「毎日食べる」が最も多く 92.7％、就学児童では「毎

日食べる」が最も多く 96.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-10（1）子どもの生活習慣（朝ごはん） 

 

 1 日 1 回は家族と一緒に食事をするかについて、就学前児童では「食事をする」が最も多く 94.7％、

就学児童では「食事をする」が最も多く 97.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-10（2）子どもの生活習慣（家族と一緒に食事） 
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平日のテレビ・ビデオ（ゲームを含む）の 1 日あたり平均視聴時間について、就学前児童では「2 時間

以内」が最も多く 30.2％、次いで「2 時間以上」が 23.5％、「1 時間以内」が 20.1％と続いている。また、

就学児童では「2 時間以内」が最も多く 29.7％、次いで「2 時間以上」が 29.4％、「1 時間以内」が 18.5％

と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-10（3）子どもの生活習慣（テレビ・ビデオの視聴時間） 

 

 就寝時刻について、就学前児童では「21 時～21 時半」が最も多く 30.8％、次いで「20 時半～21 時」

が 25.2％、「21 時半～22 時」が 20.1％と続いている。また、就学児童では「21 時半～22 時」が最も多

く 32.5％、次いで「21 時～21 時半」が 28.9％、「22 時～23 時」が 24.8％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-10（4）子どもの生活習慣（就寝時刻） 
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２．子どもの普段の過ごし方 

 平日の放課後および休日のお子さんの普段の過ごし方について、平日の 14～16 時では「授業などで学

校にいる」が最も多く 70.2％、平日の 16～18時では「家や公園などで友だちと過ごす」が最も多く 35.1％、

平日の 18～20 時では「保護者や兄弟姉妹などの家族と過ごす」が最も多く 65.7％、平日の 20 時以降で

は「保護者や兄弟姉妹などの家族と過ごす」が最も多く 82.5％、休日では「保護者や兄弟姉妹などの家

族と過ごす」が最も多く 68.5％となっている。 

 

表 2-10（1）子どもの普段の過ごし方≪就学児童（小学生）【N=1,462】≫ 

No 過ごし方 
平日 

休日 
14～16時 16～18時 18～20時 20 時以降 

1 授業などで学校にいる 70.2％  0.8％  0.1％  0.0％  0.1％  

2 留守家庭児童育成室で過ごす 7.7％  9.0％  0.1％  0.0％  0.0％  

3 
太陽の広場（こどもプラザ事業）に 

参加する 
1.6％  1.1％  0.1％  0.1％  0.1％  

4 保護者や兄弟姉妹などの家族と過ごす 2.7％  12.2％  65.7％  82.5％  68.5％  

5 家事育児代行サービスなどを利用する 0.0％  0.2％  0.1％  0.0％  0.1％  

6 家や公園などで友だちと過ごす 8.3％  35.1％  0.2％  0.3％  7.5％  

7 
児童会館・児童センターなど 

公共の施設にいる 
0.1％  0.8％  0.0％  0.0％  0.6％  

8 
地域活動に参加する 

（子ども会活動、スポーツ活動） 
0.0％  1.2％  0.4％  0.1％  4.6％  

9 学習塾や習い事へ行く 1.2％  26.2％  15.9％  2.2％  5.7％  

10 家で、ひとりで勉強などをする 2.3％  6.1％  8.8％  4.5％  1.6％  

11 その他 1.3％  4.7％  3.4％  3.9％  5.1％  

12 不明 4.7％  2.7％  5.3％  6.5％  6.0％  

合計 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 
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３．子どもの地域での自然体験などへの参加状況 

 お住まいの地域が、自然に囲まれている、文化施設が充実しているなど、子どもにとって自然、社会、

文化などの体験をしやすい環境であるかについて、「体験しやすいと思う」が最も多く 36.3％、次いで「体

験をしやすいとは思わない」が 31.1％、「どちらでもない」が 20.0％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-10（5）子どもにとって自然、社会、文化などの体験をしやすい環境 
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 参加したことがある地域での自然体験、社会参加、文化活動について、「地域の活動（地域のお祭りや

運動会など）」が最も多く 69.0％、次いで「スポーツ活動」が 36.7％、「体験学習活動（ものづくり体験

など）」が 26.5％と続いている。また、子どもは参加したことはないが、今後参加させたいと思っている

地域における自然体験、社会参加、文化活動について、「体験学習活動（ものづくり体験など）」が最も

多く 35.2％、次いで「スポーツ活動」が 32.0％、「野外活動（キャンプなど）」が 30.0％と続いている。 

 現在と希望を比較すると、現在より希望が増加しているものは、「国際交流活動（ホームステイなど）」

が最も多く 26.1 ポイント、次いで「環境教育活動（自然観察など）」が 13.7 ポイント、「ボランティア活

動」が 13.6 ポイントと続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-10（6）地域での自然体験、社会参加、文化活動の参加状況【複数回答】 
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地域での自然体験、社会参加、文化活動に参加していない人に、その理由を聞いたところ、「活動に関

する情報がなく参加しにくい」が最も多く 35.4％、次いで「知り合いなどがおらず参加しにくい」が 33.7％、

「活動の内容に興味や関心がない」が 28.4％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-10（6）地域での自然体験、社会参加、文化活動に参加していない理由【複数回答】 
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第１１節 子育てを支援する生活環境の整備や子どもの安全の確保 

１．外出するときに困ること 

子どもと外出するときに困ること、困ったことについて、「買い物や用事などの合間の気分転換に子ど

もを遊ばせる場所がない」が最も多く 45.8％、次いで「小さな子どもとの食事に配慮された場所（店）

が少ない」が 43.4％、「歩道の段差などがベビーカーや自転車での通行の妨げになっている」が 39.5％と

続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-11（1）子どもと外出するときに困ること、困ったこと【複数回答】 
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２．地域における子どもの遊び場 

 地域における子どもの遊び場の満足度について、就学前児童では「満足していない」が最も多く 37.1％、

次いで「満足している」が 30.1％、「どちらとも思わない」が 27.4％と続いている。また、就学児童では

「満足していない」が最も多く 43.3％、次いで「満足している」が 26.0％、「どちらとも思わない」が

25.4％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-11（2）地域における子どもの遊び場の満足度 
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地域の子どもの遊び場について日ごろ感じることについて、就学前児童では「雨の日に遊べる場所が

ない」が最も多く 60.0％、次いで「公園など遊び場のトイレがおむつ替えや親子での利用に配慮されて

いない」が 43.6％、「遊具などの種類が充実していない」が 36.7％と続いている。また、就学児童では「雨

の日に遊べる場所がない」が最も多く 50.1％、次いで「思い切り遊ぶために十分な広さがない」が 43.2％、

「遊具などの種類が充実していない」が 27.1％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-11（2）地域における子どもの遊び場について日ごろ感じること【複数回答】 
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第１２節 子育てに対する意識 

１．近所で子どもの話や世間話をする人 

近所（住まいの近く）で日常的にちょっとした子どもの話や世間話をする人がいるかについて、就学

前児童では「いる」が 74.3％、「いない」が 23.7％となっている。また、就学児童では「いる」が 74.9％、

「いない」が 22.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-12（1）近所で子どもの話や世間話をする人 

 

２．子育てに対する感じ方 

 ご自身にとって子育てを楽しいと感じることが多いと思うか、それともつらいと感じることが多いと

思うかについて、就学前児童では「楽しいと感じることの方が多い」が最も多く 66.5％、次いで「楽し

いと感じることとつらいと感じることが同じくらい」が 25.1％、「つらいと感じることの方が多い」が

3.6％と続いている。また、就学児童では「楽しいと感じることの方が多い」が最も多く 64.4％、次いで

「楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい」が 25.4％、「わからない」が 3.8％と続いて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-12（2）子育てに対する感じ方 
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３．子育てに対する支援・対策 

子育てを楽しいと感じる人に、子育てをする中で、どのような支援・対策が有効と感じているかにつ

いて聞いたところ、就学前児童では「子育てしやすい住居・まちの環境面での充実」が最も多く 44.4％、

次いで「地域における子育て支援の充実（一時預かり、育児相談など）」が 39.9％、「仕事と家庭生活の

両立ができる労働環境の整備」が 39.8％と続いている。また、就学児童では「子どもを対象にした犯罪・

事故の軽減」が最も多く 60.3％、次いで「子育てしやすい住居・まちの環境面での充実」が 46.3％、「子

どもの教育環境」が 45.5％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-12（3）子育てに対する有効な支援・対策【複数回答】 
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子育てをつらいと感じることがある人に、子育てのつらさを解消するために必要な支援・対策につい

て聞いたところ、就学前児童では「地域における子育て支援の充実（一時預かり、育児相談など）」が最

も多く 51.1％、次いで「仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備」が 39.3％、「保育サービスの充

実」が 38.6％と続いている。また、就学児童では「子どもの教育環境」「子どもを対象にした犯罪・事故

の軽減」が最も多く、それぞれ 43.2％、次いで「仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備」が 36.7％、

「子育てしやすい住居・まちの環境面での充実」が 31.2％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-12（4）子育てのつらさを解消するために必要な支援・対策【複数回答】 
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４．子育てに関する悩み事 

 子育てに関して、子どもに対して日常悩んでいること、あるいは気になることについて、就学前児童

では「子どもの教育に関すること」が最も多く 34.2％、次いで「食事や栄養に関すること」が 32.7％、

「病気や発育発達に関すること」が 28.0％と続いている。また、就学児童では「子どもの教育に関する

こと」が最も多く 51.1％、次いで「子どもの友だちづきあいに関すること」が 38.2％、「特にない」が

18.9％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-12（5）子どもに関する悩み事【複数回答】 
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 子育てに関して、自身に対して日常悩んでいること、あるいは気になることについて、就学前児童で

は「仕事や自分のやりたいことなど自分の時間が十分取れないこと」が最も多く 43.7％、次いで「子育

てにかかる出費がかさむこと」が 31.9％、「子育てのストレスなどから子どもにきつくあたってしまうこ

と」が 30.5％と続いている。また、就学児童では「子育てにかかる出費がかさむこと」が最も多く 38.4％、

次いで「仕事や自分のやりたいことなど自分の時間が十分取れないこと」が 23.7％、「特にない」が 23.4％

と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-12（6）自身に関する悩み事【複数回答】 
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５．地域の人の支え 

 子育てが地域の人に支えられていると感じるかについて、就学前児童では「感じる」が 70.6％、「感じ

ない」が 25.9％、就学児童では「感じる」が 69.6％、「感じない」が 26.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-12（7）地域の人に支えられていると感じるか 

 

 地域の人に支えられていると感じる人に、特に誰から支えられていると感じるかについて聞いたとこ

ろ、就学前児童では「同じ世代の子どもを持つ保護者」が最も多く 65.7％、次いで「幼稚園、保育所、

子育て支援センター（保育所）や子育て広場などの職員」が 52.5％、「近所の人」が 33.8％と続いている。

また、就学児童では「同じ世代の子どもを持つ保護者」が最も多く 69.9％、次いで「近所の人」が 34.3％、

「民生委員・児童委員、自治会、子ども会などの地域団体の人」が 17.2％と続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-12（8）地域で支えられていると感じる人【複数回答】 

70.6 

69.6 

25.9 

26.2 

3.5 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前児童（0～5歳）

【N=1,454】

就学児童（小学生）

【N=1,462】

感じる 感じない 不明

33.8 

65.7 

7.3 

3.0 

52.5 

1.4 

8.3 

1.8 

0.0 50.0 100.0

近所の人

同じ世代の子どもを持つ

保護者

民生委員・児童委員、自治

会、子ども会などの

地域団体の人

地域活動を行っている

ＮＰＯなどの人

幼稚園、保育所、子育て支

援センター（保育所）や子育

て広場などの職員

市役所の職員

その他

不明

就学前児童（0～5歳）

【N=1,026】

34.3 

69.9 

17.2 

5.7 

1.1 

12.1 

0.8 

0.0 50.0 100.0

近所の人

同じ世代の子どもを持つ

保護者

民生委員・児童委員、自

治会、子ども会などの

地域団体の人

地域活動を行っている

ＮＰＯなどの人

市役所の職員

その他

不明

就学児童（小学生）

【N=1,017】



  第 2 章 集計結果 

－83－ 

 

 地域の人に支えられていると感じない人に、特に誰から支えてほしいと感じるかについて聞いたとこ

ろ、就学前児童では「同じ世代の子どもを持つ保護者」が最も多く 34.0％、次いで「幼稚園、保育所、

子育て支援センター（保育所）や子育て広場などの職員」が 30.5％、「近所の人」が 20.7％と続いている。

また、就学児童では「同じ世代の子どもを持つ保護者」が最も多く 28.5％、次いで「近所の人」が 18.5％、

「その他」が 17.0％と続いている。その他の主な内容として「わからない」「特にない」「学校の先生」

などがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-12（9）地域で支えてほしい人【複数回答】 
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第３章 質問と回答                   

第１節 就学前児童（０～５歳） 

１．ご家族の構成や保護者の働いている状況などについておうかがいします。             

問１ お住まいの地域の小学校区に○をつけてください。小学校区の番号は、封筒の宛名の右下に記載されて

いる数字です。[N=1,454] 

１．吹田第一小 24（1.7%） 

３．吹田第三小 48（3.3%） 

５．吹田南小 59（4.1%） 

７．千里第一小 45（3.1%） 

９．千里第三小 49（3.4%） 

１１．佐井寺小 39（2.7%） 

１３．岸部第一小 13（0.9%） 

１５．豊津第一小 71（4.9%） 

１７．江坂大池小 34（2.3%） 

１９．片山小 64（4.4%） 

２１．山田第二小 39（2.7%） 

２３．山田第五小 17（1.2%） 

２５．南山田小 106（7.3%） 

２７．北山田小 39（2.7%） 

２９．高野台小 18（1.2%） 

３１．古江台小 38（2.6%） 

３３．青山台小 21（1.4%） 

３５．千里たけみ小 28（1.9%） 

２．吹田第二小 31（2.1%） 

４．吹田東小 17（1.2%） 

６．吹田第六小 12（0.8%） 

８．千里第二小 44（3.0%） 

１０．千里新田小 57（3.9%） 

１２．東佐井寺小 38（2.6%） 

１４．岸部第二小 45（3.1%） 

１６．豊津第二小 53（3.6%） 

１８．山手小 31（2.1%） 

２０．山田第一小 28（1.9%） 

２２．山田第三小 27（1.9%） 

２４．東山田小 78（5.4%） 

２６．西山田小 28（1.9%） 

２８．佐竹台小 62（4.3%） 

３０．津雲台小 46（3.2%） 

３２．藤白台小 34（2.3%） 

３４．桃山台小 45（3.1%） 

不明 26（1.8%） 

→問２へ 

問２ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。お子さんからみた関係で、お答えください。 

（１つに○）[N=1,454] 

１．母親 1,354（93.1%） 

３．その他 3（0.2%） 

２．父親 87（6.0%） 

不明 10（0.7%） 

→問３へ 

問３ お子さんの生年月について、「平成」か「西暦」に○をつけ、枠内に数字を入れてください。[N=1,454]  

平成・西暦（    ）年（    ）月生まれ 

→ １．０歳 334（23.0%） 

  ４．３歳 234（16.1%） 

  ７．不明 36（2.5%） 

２．1 歳 229（15.7%） 

５．４歳 193（13.3%） 

 

３．2 歳 232（16.0%） 

６．５歳 196（13.5%） 

 

→問４へ 
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問４ 封筒のあて名のお子さんを含め、お子さんは何人いらっしゃいますか。また、２人以上いらっしゃる場

合、末子の年齢（平成２５年 4 月 1 日現在の年齢）を記入してください。なお、平成２５年４月２日以降に

生まれているお子さんは、０歳としてください。[N=1,454] 

お子さんの人数 平均 1.7 人   末子の年齢 平均 2.3 歳 

→問５へ 

問５ 希望として、子どもが何人ほしいですか。[N=1,454] 

 平均 2.5 人 

→問６へ 

問６ もう１人以上の子どもを生みたいと思いますか。（１つに○）[N=1,454] 

１．生みたいと思う 666（45.8%）  ２．生みたいとは思わない 766（52.7%） 

不明 22（1.5%） 

→「１．」を選ばれた方は問７へ、「２．」を選ばれた方は問６-１へ 

問６-１ どのような環境が整えばもう１人以上の子どもを生みたいと思いますか。（１つに○）[N=766] 

１．保育所など子どもを預かってくれる環境が整えば生みたい 73（9.5%） 

２．収入が増えれば生みたい 318（41.5%） 

３．働くところが見つかれば生みたい 10（1.3%） 

４．子どもを教育してくれる施設が充実していれば生みたい 15（2.0%） 

５．家族の理解が進めば生みたい 26（3.4%） 

６．その他 305（39.8%） 

不明 19（2.5%） 

→問７へ 

問７ お子さんが一緒に住んでいる人はどなたですか。また、近所に祖父母が住んでいますか。選択肢はお子

さんからみた関係です。（すべてに○）[N=1,454] 

１．父と母と一緒に住んでいる 1,353（93.1%） 

２．父と一緒に住んでいる（父子家庭） 1（0.1%） 

３．母と一緒に住んでいる（母子家庭） 55（3.8%） 

４．祖父と一緒に住んでいる 40（2.8%） 

５．祖母と一緒に住んでいる 65（4.5%） 

６．祖父が近所に住んでいる 299（20.6%） 

７．祖母が近所に住んでいる 370（25.4%） 

８．その他 29（2.0%） 

不明 18（1.2%） 

→問８へ 
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問８ お子さんの子育てや教育を主に行っている方はどなたですか。選択肢はお子さんからみた関係です。 

（１つに○）[N=1,454] 

１．父母ともに 701（48.2%） 

３．主に父親 1（0.1%） 

５．その他 9（0.6%） 

２．主に母親 733（50.4%） 

４．主に祖父母 3（0.2%） 

不明 7（0.5%） 

→問９へ 

問９ 日頃、お子さんの面倒をみてもらえる人はいますか。（すべてに○）[N=1,454] 

１．日常的にご自身や配偶者の親、親せきにみてもらえる 341（23.5%） 

２．緊急時もしくは用事のときにはご自身や配偶者の親、親せきにみてもらえる 771（53.0%） 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人や知人がいる 75（5.2%） 

４．緊急のときや用事があるときに子どもをみてもらえる友人や知人がいる 353（24.3%） 

５．いずれもいない 262（18.0%） 

不明 8（0.6%） 

→問１０へ 

問１０ お子さんの子育てや教育について、気軽に相談できる人や場所で当てはまるものをお答えください。 

（すべてに○）[N=1,454] 

１．配偶者 1,279（88.0%） 

２．ご自身や配偶者の親、親せき、（同居している）家族 1,044（71.8%） 

３．友人や知人 1,123（77.2%） 

４．近所の人 265（18.2%） 

５．地域子育て支援センター（保育所）や子育て広場、児童会館・児童センターなどの子育て支援施設

や NPO などの子育て支援団体 154（10.6%） 

６．子どもの健診などを行ってくれる保健センター 59（4.1%） 

７．幼稚園の先生 254（17.5%） 

８．保育所の先生 299（20.6%） 

９．民生委員・児童委員、主任児童委員 8（0.6%） 

１０．かかりつけの医師 188（12.9%） 

１１．市役所の子育て支援担当の窓口（子育て支援室、保育幼稚園課） 10（0.7%） 

１２．携帯電話やインターネットの交流サイト 53（3.6%） 

１３．キンダーカウンセラー（子育て相談を行うため私立幼稚園に配置された臨床心理士等） 10（0.7%） 

１４．スマイルサポーター（私立保育所における知事認定を受けた地域貢献支援員） 2（0.1%） 

１５．相談できる人はいない 8（0.6%） 

１６．その他 23（1.6%） 

不明 5（0.3%） 

→問１1 へ 
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問１１ お子さんの「母親」の働いている状況についておうかがいします。自営業や自営業を手伝っている場

合も含みます。（１つに○）[N=1,454]            ※父子家庭の場合は記入不要です。→問１２へ 

１．フルタイムで働いている 270（18.6%） 

２．フルタイムで働いているが、今は休んでいる（産休・育休・介護休業中） 102（7.0%） 

３．パート・アルバイトなどで働いている 249（17.1%） 

４．パート・アルバイトなどで働いているが、今は休んでいる（産休・育休・介護休業中） 10（0.7%） 

５．以前は働いていたが、今は働いていない 705（48.5%） 

６．これまで働いたことがない 100（6.9%） 

不明 18（1.2%） 

→「１．」～「４．」を選ばれた方は問１１-１へ、「５．」「６．」を選ばれた方は問１２へ 

 

問１１-１ １週間にどのくらいの日数働きますか、１日あたりどのくらいの時間働きますか。また、家を出

る時間と帰宅時間をお答えください。不規則な場合は、もっとも多いパターンをお答えください。今休んでい

る方は、休みに入る前の状況についてお答えください。（（ ）内に数字を記入）[N=631] 

１週当たり 平均 4.5 日   １日当たり 平均 6.8 時間 

家を出る時間 平均 8.3 時  帰宅時間 平均 17.5 時 

→問１２へ 

 

問１２ お子さんの「父親」の働いている状況についておうかがいします。自営業や自営業を手伝っている場

合も含みます。（１つに○）[N=1,454]          ※母子家庭の場合は記入不要です。→問１３へ 

→問１１で「３．」「４．」を選ばれた方は問１３へ、「５．」「６．」を選ばれた方は問１４へ 

１．フルタイムで働いている 1,373（94.4%） 

２．フルタイムで働いているが、今は休んでいる（育休・介護休業中） 0（0.0%） 

３．パート・アルバイトなどで働いている 11（0.8%） 

４．パート・アルバイトなどで働いているが、今は休んでいる（育休・介護休業中） 0（0.0%） 

５．以前は働いていたが、今は働いていない 8（0.6%） 

６．これまで働いたことがない 1（0.1%） 

不明 61（4.2%） 

→「１．」から「４．」を選ばれた方は問１２-１へ、「５．」「６．」を選ばれた方は問１４へ 

 

問１２-１ １週間にどのくらいの日数働きますか、１日あたりどのくらいの時間働きますか。また、家を出

る時間と帰宅時間をお答えください。不規則な場合は、もっとも多いパターンをお答えください。今休んでい

る方は、休みに入る前の状況についてお答えください。（（ ）内に数字を記入）[N=1,384] 

１週当たり 平均 5.3 日   １日当たり 平均 10.4 時間 

家を出る時間 平均 7.7 時  帰宅時間 平均 20.4 時 

→問１２で「３．」「４．」を選ばれた方は問１３へ、それ以外の方は問１５へ 
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問１３ フルタイムへの転換希望はありますか。（それぞれ１つに○） 

（１）母親[N=259] 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 9（3.5%） 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 39（15.1%） 

３．パート・アルバイトなどで働き続けることを希望 70（27.0%） 

４．パート・アルバイトなどをやめて子育てや家事に専念したい 7（2.7%） 

不明 134（51.7%） 

（２）父親[N=11] 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 3（27.3%） 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 4（36.4%） 

３．パート・アルバイトなどで働き続けることを希望 2（18.2%） 

４．パート・アルバイトなどをやめて子育てや家事に専念したい 0（0.0%） 

不明 2（18.2%） 

→問１５へ 

問１４ 働きたいという希望はありますか。（それぞれ１つに○（ ）内に数字を記入） 

（１）母親[N=805] 

１．子育てや家事などに専念したい（働く予定はない） 27（3.4%） 

２．１年より先、一番下の子どもが、平均 5.2 歳になったころに働きたい 80（9.9%） 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい 56（7.0%） 

→希望する働き方 

      ア．フルタイム 10（17.9%） 

      イ．パートタイム、アルバイトなど 46（82.1%） 

不明 0（0.0%） 

    →１週当たり平均 3.7 日 １日当たり平均 5.1 時間 

不明 642（79.8%） 

（２）父親[[N=8] 

１．子育てや家事などに専念したい（働く予定はない） 2（25.0%） 

２．１年より先、一番下の子どもが、-歳になったころに働きたい 0（0.0%） 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい 3（37.5%） 

→希望する働き方 

      ア．フルタイム 3（100.0%） 

      イ．パートタイム、アルバイトなど 0（0.0%） 

不明 0（0.0%） 

 →１週当たり平均 5.0 日  １日当たり平均 8.0 時間 

不明 3（37.5%） 

→（１）または（２）で「２．」「３．」を選ばれた方は問１４-１へ、それ以外の方は問１５へ 
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問１４-１ 働きたい理由は何ですか。（すべてに○）[N=137] 

１．働かないと、暮らしていけなくなるため 47（34.3%） 

２．将来への備えのため（子どもの教育費、老後の備えなど） 115（83.9%） 

３．仕事を通じて、自分の能力を発揮し、向上させたいため 48（35.0%） 

４．人間関係を広げたいため 39（28.5%） 

５．その他 8（5.8%） 

不明 2（1.5%） 

→問１５へ 

２．お子さんが、平日（月曜日から金曜日）に、定期的に利用している幼稚園や保育所などについておうか

がいします。 

問１５ 平日（月曜日から金曜日）に、幼稚園や保育所などの子どもを預かる施設やサービスを「定期的に」

利用されていますか。（１つに○）[N=1,454] 

１．利用している 865（59.5%）  ２．利用していない 585（40.2%）   不明 4（0.3%） 

→「１．」を選ばれた方は問１５-２へ、「２．」を選ばれた方は問１５-１へ 

 

問１５-１ 幼稚園や保育所などの施設やサービスを利用していない理由は何ですか。（すべてに○）[N=585]  

１．ご自身や配偶者が子どもの面倒をみているため、利用する必要がない 322（55.0%） 

２．ご自身や配偶者の親、親せきがみている 33（5.6%） 

３．近所の人や友人・知人がみている 1（0.2%） 

４．利用したいが、幼稚園や保育所などに空きがない 77（13.2%） 

５．利用したいが、経済的な理由で利用できない 47（8.0%） 

６．利用したいが、延長・夜間などの時間帯の条件が合わない 13（2.2%） 

７．利用したいが、サービスの質や場所などで納得できる幼稚園や保育所などがない 12（2.1%） 

８．子どもがまだ小さいため、平均 2.9 歳くらいになったら利用しようと考えている 244（41.7%） 

９．その他 69（11.8%） 

不明 6（1.0%） 

→問１７へ 
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問１５-２ お子さんは、現在、どのような施設やサービスを利用していますか。年間を通じて平日（月曜日

から金曜日）に定期的に利用されているサービスについてお答えください。（すべてに○）[N=865] 

【教育・保育】 

１．幼稚園（通常の就園時間だけ利用している） 358（41.4%） 

２．幼稚園＋幼稚園の預かり保育（通常の就園時間に利用し、さらに時間を延長して、定期的に預かるサ
ービスを利用） 88（10.2%） 

３．認可保育所（市役所に申し込んで入る公立保育所や私立保育所） 360（41.6%） 

４．認定こども園（施設の中に幼稚園と保育所がある施設） 1（0.1%） 

５．家庭的保育（保育士などがその自宅などで子どもを預かるサービス） 3（0.3%） 

６．事業所内保育施設（会社や病院が主に従業員のために子どもを預かる施設） 12（1.4%） 

７．共同保育所（市役所が定める基準を満たした認可外の保育施設） 8（0.9%） 

８．その他の認可外の保育施設 31（3.6%） 

９．居宅訪問型保育（ベビーシッターなどが自宅を訪問して子どもをみてくれるサービス） 4（0.5%） 

【子育て支援】 

１０．地域子育て支援センター（保育所）や子育て広場など子育ての仲間が集まる場 23（2.7%） 

１１．ファミリー・サポート・センター（センターに登録している近所の人が子どもをみてくれるサービス） 12（1.4%） 

１２．その他 21（2.4%） 

不明 7（0.8%） 

→問１５-３へ 
 

問１５-３ 現在利用している幼稚園や保育所などの施設やサービスについて、もっとも多いパターンとして、

１週間に何日利用し、また、１日あたり何時間（何時から何時まで）利用していますか。また、希望としては

どのくらい利用したいですか。（（ ）内に数字を記入）なお、これらの施設やサービスを利用する時間によっ

ては、追加でご利用料が発生する場合があります。[N=865] 

（１）現在 

１週当たり 平均 4.8 日 

１日当たり 平均 7.1 時間 平均 8.8 時～平均 16.0 時 

（２）希望 

１週当たり 平均 5.0 日 

１日当たり 平均 7.8 時間 平均 8.7 時～平均 16.7 時 

→問１５-４へ 

 

問１５-４ 現在、利用されている施設などはどこにありますか。「２．」を選択された方は、その市区町村名

についても枠内に記入してください。[N=865] 

１．吹田市内（自宅を訪問するサービスも含む） 751（86.8%） 

２．他の市区町村 79（9.1%） 

不明 35（4.0%） 

→問１５-５へ 
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問１５-５ 幼稚園や保育所などの施設やサービスを利用されている理由は何ですか。（すべてに○）[N=865]  

１．子どもの教育や発達のため 557（64.4%） 

２．保護者が働いている 428（49.5%） 

３．保護者が働く予定である、または、仕事を探している 16（1.8%） 

４．保護者がご自身や配偶者の親、親せきの介護をしている 4（0.5%） 

５．保護者に病気や障がいがある 13（1.5%） 

６．保護者が学生である 1（0.1%） 

７．その他 20（2.3%） 

不明 23（2.7%） 

→問１６へ 

 

 ３．お子さんが病気になったときの対応についておうかがいします。（平日に定期的に幼稚園や保育所など

の施設やサービスを利用している方のみ） 

問１６ この１年間に、お子さんが病気やけがで、幼稚園や保育所などの施設やサービスを利用できなかった

ことはありますか。[N=865] 

１．あった 673（77.8%）  ２．なかった 181（20.9%）  不明 11（1.3%） 

→「１．」を選ばれた方は問１６-１へ、「２．」を選ばれた方は問１７へ 

 

問１６-1 幼稚園や保育所等の施設やサービスを利用できなかったときの対処方法とその日数をお答えくだ

さい。半日程度についても１日としてカウントしてください。（すべてに○、（ ）内に数字を記入）。[N=673] 

対処方法 日数（年間） 

１．父親が仕事を休んだ 134（19.9%） 

２．母親が仕事を休んだ 371（55.1%） 

３．ご自身や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった（同居している場合も含む） 258（38.3%） 

４．働いていない父親か母親が子どもをみた 220（32.7%） 

５．保育所や病院に併設する病気の子どものための保育施設を利用した 35（5.2%） 

６．ベビーシッターを利用した 9（1.3%） 

７．ファミリー・サポート・センターを利用した 3（0.4%） 

８．仕方なく子どもだけで留守番をさせた 4（0.6%） 

９．その他 14（2.1%） 

不明 8（1.2%） 

平均 3.7 日 

平均 7.6 日 

平均 7.5 日 

平均 6.8 日 

平均 3.6 日 

平均 3.9 日 

平均 1.7 日 

平均 4.0 日 

平均 17.5 日 

 

→「１．」「２．」を選ばれた方は問１６-２へ、「３．」～「９．」を選ばれた方は問１７へ 

 

問１６-２ そのときに「できれば病気の子どものための保育施設などを利用したい」と思われましたか。希

望がある方は日数もお答えください。（（ ）内に数字を記入）なお、病気の子どものための保育施設などの利

用には、一定の利用料がかかり、また、利用前にかかりつけ医の診察を受け、その診断書を施設に提出するな

どの手続きが必要になる場合があります。[N=401] 

１．できれば病気の子どものための保育施設などを利用したい 178（44.4%） 

    → 平均 7.0 日 

２．利用したいと思わない 208（51.9%） 

不明 15（3.7%） 

→「１．」を選ばれた方は問１６-３へ、「２．」を選ばれた方は問１６-４へ 
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問１６-３ 利用する場合、下記のいずれのサービスが望ましいと思われますか。（すべてに○）[N=178] 

１．幼稚園・保育所などに併設した施設で子どもをみてくれるサービス 143（80.3%） 

２．小児科に併設した施設で子どもをみてくれるサービス 142（79.8%） 

３．ファミリー・サポート・センターに登録している近所の人などがその自宅などで子どもをみてくれる
サービス 13（7.3%） 

４．民間事業者などが自宅を訪問し、子どもをみてくれるサービス 21（11.8%） 

５．その他 2（1.1%） 

不明 0（0.0%） 

→問１７へ 

 

問１６-４ できれば病気の子どものための保育施設などを利用したいとは思わない理由はなんですか。 

（すべてに○）[N=208] 

１．病気の子どもを家族以外の人にみてもらうのは不安である 112（53.8%） 

２．病気の子どもは家族がみるべきである 77（37.0%） 

３．サービスの質に不安がある 29（13.9%） 

４．施設のある場所や利用できる時間・日数など、サービスの使い勝手がよくない 76（36.5%） 

５．利用料が高い 34（16.3%） 

６．利用料がわからない 31（14.9%） 

７．父母が仕事を休んで対応できるため 71（34.1%） 

８．その他 38（18.3%） 

９．特に理由はない 3（1.4%） 

不明 1（0.5%） 

→問１７へ 
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 4．平日（月曜日から金曜日）に、お子さんに定期的に利用させたい、あるいは、保護者が定期的に利用し

たいと考える施設やサービスについておうかがいします。 

問１７ 幼稚園や保育所などの施設やサービスを、現在利用している、利用していないにかかわらず、平日（月

曜日から金曜日）にお子さんに「定期的に」利用させたい、あるいは、保護者が定期的に利用したいと考える

施設やサービスをお答えください。（すべてに○）なお、これらの施設やサービスを利用するためには、一定

の利用料を支払う必要があります。[N=1,454] 

【教育・保育】 

１．幼稚園（通常の就園時間だけ利用） 592（40.7%） 

２．幼稚園＋幼稚園の預かり保育（通常の就園時間に利用し、さらに時間を延長して定期的に預かるサー
ビスを利用） 722（49.7%） 

３．認可保育所（市役所に申し込んで入る公立保育所や私立保育所） 621（42.7%） 

４．認定こども園（施設の中に幼稚園と保育所がある施設） 247（17.0%） 

５．小規模な保育施設（主に３歳未満の子どもをおおむね６～１９人預かる施設で、市役所が認可したもの） 117（8.0%） 

６．家庭的保育（保育士などがその自宅などで子どもを預かるサービス） 48（3.3%） 

７．事業所内保育施設（会社や病院が主に従業員のために子どもを預かる施設） 106（7.3%） 

８．共同保育所（市役所が定める基準を満たした認可外の保育施設） 46（3.2%） 

９．その他の認可外の保育施設 18（1.2%） 

１０．居宅訪問型保育（ベビーシッターなどが自宅を訪問して子どもをみてくれるサービス） 49（3.4%） 

【子育て支援】 

１１．地域子育て支援センター（保育所）や子育て広場など子育ての仲間が集まる場 369（25.4%） 

１２．ファミリー・サポート・センター（センターに登録している近所の人が子どもをみてくれるサービス） 124（8.5%） 

１３．特になし 58（4.0%） 

１４．その他 8（0.6%） 

不明 15（1.0%） 

→問１８へ 
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 ５．お子さんについて、幼稚園や保育所などの土曜日、日曜日・祝日、長期休暇中の定期的な利用希

望ついておうかがいします。 

問１８ お子さんについて、土曜日、日曜日・祝日に、幼稚園や保育所などの利用希望がありますか。仕事や

介護などによる定期的な利用で、一時的な利用は除きます。（それぞれ１つに○）希望がある場合は、利用し

たい時間帯もお答えください（（ ）内に数字で記入）なお、これらの施設などを利用するには、一定の利用

料が発生する場合があります。[N=1,454] 

（１）土曜日 

１．利用する必要はない 991（68.2%） 

２．ほぼ毎週利用したい 113（7.8%） 利用したい時間帯 平均 8.6 時～平均 17.1 時 

３．月に１～２回は利用したい 325（22.4%） 利用したい時間帯 平均 8.6 時～平均 16.3 時 
不明 25（1.7%） 

（２）日曜日・祝日 

１．利用する必要はない 1,189（81.8%） 

２．ほぼ毎週利用したい 35（2.4%） 利用したい時間帯 平均 8.6 時～平均 17.6 時 

３．月に１～２回は利用したい 179（12.3%） 利用したい時間帯 平均 8.6 時～平均 16.9 時 
不明 51（3.5%） 

→問１９へ 

 

問１９ 夏休み・冬休みなど長期休暇中に、幼稚園の利用を希望しますか。（１つに○）希望がある場合は、

利用したい時間帯もお答えください（（ ）内に数字を記入）なお、これらの施設などを利用するためには、

一定の利用料が必要です。[N=1,454] 

１．利用する必要はない 715（49.2%） 

２．休みの期間中、ほぼ毎日使いたい 279（19.2%） 利用したい時間帯 平均 8.4 時～平均 17.5 時 

３．休みの期間中、週に数日利用したい 403（27.7%） 利用したい時間帯 平均 9.0 時～平均 15.5 時 

不明 57（3.9%） 

→問２０へ 
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 ６．育児休業など、仕事と子育ての両立についておうかがいします。               

問２０ お子さんが生まれたときに、母親、父親は育児休業を取りましたか。（それぞれ１つに○）父親につ

いて、「２．」を選ばれた場合は、育児休暇を取得された、あるいは、取得予定の日数について枠内に数字を入

れてください。また、「３．」「４．」を選ばれた場合は、その理由を（育児休業を取らなかった理由）枠内の選

択肢の中からお答えください。（すべて記入）[N=1,454] 

（１）母親 

１．働いていなかった 773（53.2%） 

２．育児休業を取った、あるいは、今取っている 391（26.9%） 

３．育児休業を取らずに働いた 34（2.3%） 

  → １．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 5（14.7%） 

２．仕事が忙しかった 9（26.5%） 

３．出産後すぐに仕事に復帰したかった 2（5.9%） 

４．仕事に戻るのが難しそうだった 2（5.9%） 

５．昇給・昇格などが遅れそうだった 0（0.0%） 

６．収入減となり、経済的に苦しくなる 7（20.6%） 

７．保育所などに預けることができた 6（17.6%） 

８．配偶者が育児休業制度を利用した 0（0.0%） 

９．配偶者が無職である、ご自身や配偶者の親などにみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 1（2.9%） 

１０．子育てや家事に専念するため 0（0.0%） 

１１．職場に育児休業の制度がなかった 7（20.6%） 

１２．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 1（2.9%） 

  １３．育児休業を取れることを知らなかった 0（0.0%） 
１４．産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らなかった 0（0.0%） 
１５．その他 6（17.6%） 
不明 4（11.8%） 

４．育児休業を取らずに離職した 240（16.5%） 

  → １．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 40（16.7%） 

２．仕事が忙しかった 13（5.4%） 

３．出産後すぐに仕事に復帰したかった 2（0.8%） 

４．仕事に戻るのが難しそうだった 48（20.0%） 

５．昇給・昇格などが遅れそうだった 2（0.8%） 

６．収入減となり、経済的に苦しくなる 1（0.4%） 

７．保育所などに預けることができた 0（0.0%） 

８．配偶者が育児休業制度を利用した 0（0.0%） 

９．配偶者が無職である、ご自身や配偶者の親などにみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 0（0.0%） 

１０．子育てや家事に専念するため 100（41.7%） 

１１．職場に育児休業の制度がなかった 52（21.7%） 

１２．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 21（8.8%） 

  １３．育児休業を取れることを知らなかった 2（0.8%） 
１４．産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らなかった 3（1.3%） 
１５．その他 29（12.1%） 

  不明 16（6.7%） 
不明 16（1.1%） 

 

 

 

 

 



  第３章 質問と回答 

－96－ 

 

（2）父親 

１．働いていなかった 8（0.6%） 

２．育児休業を取った、あるいは、今取っている 42（2.9%） 平均 18.2 日 

３．育児休業を取らずに働いた 1,230（84.6%） 

  → １．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 381（31.0%） 

２．仕事が忙しかった 460（37.4%） 

３．出産後すぐに仕事に復帰したかった 4（0.3%） 

４．仕事に戻るのが難しそうだった 49（4.0%） 

５．昇給・昇格などが遅れそうだった 80（6.5%） 

６．収入減となり、経済的に苦しくなる 250（20.3%） 

７．保育所などに預けることができた 13（1.1%） 

８．配偶者が育児休業制度を利用した 213（17.3%） 

９．配偶者が無職である、ご自身や配偶者の親などにみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 416（33.8%） 

１０．子育てや家事に専念するため 2（0.2%） 

１１．職場に育児休業の制度がなかった 140（11.4%） 

１２．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 6（0.5%） 
  １３．育児休業を取れることを知らなかった 14（1.1%） 

１４．産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らなかった 6（0.5%） 
１５．その他 72（5.9%） 

  不明 52（4.2%） 
４．育児休業を取らずに離職した 31（2.1%） 

  → １．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 14（45.2%） 

２．仕事が忙しかった 16（51.6%） 

３．出産後すぐに仕事に復帰したかった 0（0.0%） 

４．仕事に戻るのが難しそうだった 0（0.0%） 

５．昇給・昇格などが遅れそうだった 2（6.5%） 

６．収入減となり、経済的に苦しくなる 12（38.7%） 

７．保育所などに預けることができた 0（0.0%） 

８．配偶者が育児休業制度を利用した 0（0.0%） 

９．配偶者が無職である、ご自身や配偶者の親などにみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 13（41.9%） 

１０．子育てや家事に専念するため 0（0.0%） 

１１．職場に育児休業の制度がなかった 4（12.9%） 

１２．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 0（0.0%） 

  １３．育児休業を取れることを知らなかった 0（0.0%） 
１４．産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らなかった 0（0.0%） 
１５．その他 0（0.0%） 

  不明 0（0.0%） 
不明 143（9.8%） 

→（１）、（２）とも、または、どちらかで「２．」を選ばれた方は問２０-1 へ 

それ以外を選ばれた方は問２１へ 
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問２０-１ 育児休業を取った後、職場に復帰しましたか。（それぞれ１つに○、問２０で「２．」を選んでい

る親のみお答えください。） 

（１）母親[N=391] 

１．育児休業を取ったあと、職場に復帰した 258（66.0%） 

２．現在も育児休業中である 89（22.8%） 

３．育児休業中に仕事をやめた 22（5.6%） 

不明 22（5.6%） 

（２）父親[N=42] 

１．育児休業を取ったあと、職場に復帰した 35（83.3%） 

２．現在も育児休業中である 0（0.0%） 

３．育児休業中に仕事をやめた 1（2.4%） 

不明 6（14.3%） 

→（１）、（２）とも、または、どちらかで「１．」を選ばれた方は問２０-２へ 

それ以外を選ばれた方は問２１へ 

 

問２０-２ 育児休業を取ったあと、「実際」にお子さんが何歳何ヶ月のときに職場復帰しましたか。また、「希

望」としてはお子さんが何歳何ヶ月のときまで育児休業を取りたかったですか。（（ ）内に数字を記入、それ

ぞれ１つに○、問２０-１で、「１．」を選んでいる親のみお答えください。） 

（１）母親[N=258] 

職場復帰したときの子どもの年齢は平均 1.0 歳のとき 

取得の希望は、子どもの年齢が平均 1.6 歳まで 

１．満１歳まで不明 55（21.3%） 

２．出生後最初の４月の一斉入所時不明 35（13.6%） 

３．出生後２度目の４月の一斉入所時不明 58（22.5%） 

４．その他不明 12（4.7%） 

不明 98（38.0%） 

（2）父親[N=35] 

職場復帰したときの子どもの年齢は平均 0.1 歳のとき 

取得の希望は、子どもの年齢が平均 0.5 歳まで 

１．満１歳まで不明 4（11.4%） 

２．出生後最初の４月の一斉入所時不明 0（0.0%） 

３．出生後２度目の４月の一斉入所時不明 1（2.9%） 

４．その他不明 5（14.3%） 

不明 25（71.4%） 

→問２０-３へ 
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問２０-３ 職場に、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」としてはお子さんが

何歳何ヶ月のときまで取りたかったですか。（（ ）内に数字を記入。問２０-１で「１．」を選んでいる親のみ

お答えください。） 

（１）母親[N=258] 

 平均 2.1 歳 

（2）父親[N=35] 

 平均 0.7 歳 

→問２１へ 

 

問２１ １日当たりの子どもと一緒に過ごす時間はどのくらいですか。それぞれ１週間の平均的な時間をお答

えください。また、その時間は十分だと思いますか。下記枠内の選択肢の中から選び、その番号を１つだけ記

入してください。[N=1,454] 

（１）母親 

ア．平日 子どもと一緒に過ごす時間 平均 13.8 時間 

→ １．十分だと思う 907（62.4%） 

  ２．まあまあ十分だと思う 200（13.8%） 

３．あまり十分だと思わない 142（9.8%） 

４．不十分だと思う 118（8.1%） 

５．わからない 23（1.6%） 

不明 64（4.4%） 

イ．休日 子どもと一緒に過ごす時間 平均 18.7 時間 

→ １．十分だと思う 1,182（81.3%） 

  ２．まあまあ十分だと思う 131（9.0%） 

３．あまり十分だと思わない 19（1.3%） 

４．不十分だと思う 15（1.0%） 

５．わからない 13（0.9%） 

不明 94（6.5%） 

（２）父親 

ア．平日 子どもと一緒に過ごす時間 平均 2.4 時間 

→ １．十分だと思う 97（6.7%） 

  ２．まあまあ十分だと思う 249（17.1%） 

３．あまり十分だと思わない 314（21.6%） 

４．不十分だと思う 566（38.9%） 

５．わからない 43（3.0%） 

不明 185（12.7%） 

イ．休日 子どもと一緒に過ごす時間 平均 15.0 時間 

→ １．十分だと思う 759（52.2%） 

  ２．まあまあ十分だと思う 278（19.1%） 

３．あまり十分だと思わない 120（8.3%） 

４．不十分だと思う 103（7.1%） 

５．わからない 23（1.6%） 

不明 171（11.8%） 

→問２２へ 
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問２２ １日当たりの家事を何時間くらいしますか。１週間の平均的な時間を記入してください。[N=1,454] 

（１）母親 

 平均 5.3 時間 

（２）父親 

 平均 0.8 時間 

→問２３へ 

問２３ 仕事と子育てを両立させる上での課題と思うことは何ですか。（すべてに○）[N=1,454] 

１．残業や出張が入ること 650（44.7%） 

２．子どもや自分が病気やけがをしたときに代わりに子どもをみてくれる人がいないこと 966（66.4%） 

３．配偶者の協力が得られないこと 416（28.6%） 

４．ご自身や配偶者の親などの理解が得られないこと 88（6.1%） 

５．職場に子育てを支援する制度がないこと（育児休業、子どもの看護休暇、短時間勤務など） 392（27.0%） 

６．職場の理解や協力が得られないこと 445（30.6%） 

７．子どものほかにご自身や配偶者の親などの介護をしなければならないこと 42（2.9%） 

８．子どもを預かってくれる保育所などがみつからないこと 409（28.1%） 

９．子どもと接する時間が少ないこと 543（37.3%） 

１０．その他 69（4.7%） 

不明 49（3.4%） 

→お子さんが、５歳以上の方は問２４へ、５歳未満の方は問２７へ 

 

 ７．お子さんが５歳以上である方に、小学校就学後の放課後の過ごし方についておうかがいします。    

問２４ 小学校になったら、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いま

すか。低学年（１～３年）、高学年（４～６年）それぞれお答えください。（すべてに○）また、それぞれの希

望する１週間の日数についてもお答えください。（（ ）内に数字を記入）「留守家庭児童育成室」を選択され

た方は、利用を希望する時間についてもお答えください。[N=196] 

（１）小学校低学年（１～３年） 

１．自宅 111（56.6%） 

２．ご自身や配偶者の親・親せきの家、友人・知人の家 28（14.3%） 

３．留守家庭児童育成室 61（31.1%） 
 

４．太陽の広場（こどもプラザ事業） 60（30.6%） 

５．児童会館・児童センター 30（15.3%） 

６．習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾など） 114（58.2%） 

７．ファミリー・サポート・センター 2（1.0%） 

８．その他（公民館、公園など） 58（29.6%） 

不明 8（4.1%） 

週平均 3.2 日くらい 

週平均 2.1 日くらい 

週平均 4.5 日くらい 

→下校時から平均 17.6 時まで 

週平均 1.9 日くらい 

週平均 2.0 日くらい 

週平均 2.0 日くらい 

週平均 3.0 日くらい 

週平均 2.2 日くらい 
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（２）小学校高学年（４～６年） 

１．自宅 113（57.7%） 

２．ご自身や配偶者の親・親せきの家、友人・知人の家 25（12.8%） 

３．留守家庭児童育成室 32（16.3%） 
 

４．太陽の広場（こどもプラザ事業） 46（23.5%） 

５．児童会館・児童センター 26（13.3%） 

６．習い事（ピアノ教室、スポーツクラブ、学習塾など） 134（68.4%） 

７．ファミリー・サポート・センター 1（0.5%） 

８．その他（公民館、公園など） 55（28.1%） 

不明 27（13.8%） 

週平均 3.0 日くらい 

週平均 2.4 日くらい 

週平均 3.8 日くらい 

→下校時から平均 17.5 時まで 

週平均 2.1 日くらい 

週平均 1.8 日くらい 

週平均 2.4 日くらい 

週平均 3.0 日くらい 

週平均 2.4 日くらい 

 

→（１）または（２）で「３．」を選ばれた方は問２５へ、それ以外の方は問２６へ 

 

問２５ 土曜日、日曜日・祝日に、留守家庭児童育成室の利用希望はありますか。（それぞれ１つに○）また、

利用したい時間帯ご記入ください。（（ ）内に記入）なお、サービスの利用にあたっては、利用料が発生しま

す。 

（１）土曜日[N=63] 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 12（19.0%）  

利用したい時間帯 平均 8.6 時～平均 17.5 時 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい 13（20.6%）  

利用したい時間帯 平均 8.4 時～平均 17.5 時 

３．利用する必要はない 37（58.7%） 

不明 1（1.6%） 

（２）日曜日・祝日[N=63] 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 4（6.3%）  

利用したい時間帯 平均 8.4 時～平均 18.0 時 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい 9（14.3%）  

利用したい時間帯 平均 8.1 時～平均 17.8 時 

３．利用する必要はない 48（76.2%） 

不明 2（3.2%） 

→問２６へ 

 

問２６ お子さんの夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間中の留守家庭児童育成室の利用希望はありますか。

（１つに○）また、利用したい時間帯をご記入ください。（（ ）内に記入）なお、サービスの利用にあたって

は、利用料が発生します。[N=196] 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい 32（16.3%） 

利用したい時間帯 平均 8.5 時～平均 16.8 時 

２．高学年（４～６年生）になっても利用したい 55（28.1%） 

利用したい時間帯 平均 8.6 時～平均 17.1 時 

３．利用する必要はない 98（50.0%） 

不明 11（5.6%） 

→問２７へ 
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 ８．お子さんの幼稚園や保育所などの不定期な利用や宿泊を伴う一時預かりなどの利用についておう

かがいします。 

問２７ 私用、ご自身や配偶者の親の通院、不定期な仕事などを理由として、子どもを預かるサービスを「不

定期に」利用しましたか。幼稚園や保育所などの定期的な利用や子どもが病気のときの保育施設などの利用は

除きます。（すべてに○、（ ）に数字を記入）[N=1,454] 

利用したサービス 日数（年間） 

１．一時預かり（私用などの理由で、保育所などで一時的に子どもを保育するサービス） 

 139（9.6%） 

２．幼稚園の預かり保育（幼稚園に通う子どもを対象にして、通常の就園時間を延長して預かるサービ

スを不定期に利用している場合） 147（10.1%） 

３．ファミリー・サポート・センター（センターに登録している近所の人が子どもをみ

てくれるサービス） 31（2.1%） 

４．子育て支援短期利用事業（トワイライトステイ）（仕事などの理由により、児童養護

施設などで休日や夜間に子どもを一時的に預かるもの） 2（0.1%） 

５．ベビーシッター 12（0.8%） 

６．その他 12（0.8%） 

７．利用していない 1,109（76.3%） 

不明 37（2.5%） 

 

平均 10.3 日 

 

平均 13.9 日 

 

平均 22.8 日 

 

平均-日 

平均 9.9 日 

平均 6.9 日 

 

 

→問２８へ 

 

問２８ 私用、ご自身や配偶者の親の通院、不定期な仕事などを理由として、１年間に何日くらい保育所など

で実施されている「一時預かり」を利用したいと思いますか。（１つに○）また、利用したい場合は、目的ご

とに日数と合計日数もお答えください。（（ ）内に数字を記入）なお、サービスの利用にあたっては、一定の

利用料が発生します。[N=1,454] 

１．利用したい 792（54.5%） 合計平均 21.7 日 

→ ア．買物、子どもたちやご自身の習い事、リフレッシュ 546（68.9%） 平均 13.9 日 

イ．冠婚葬祭、学校行事、子どもたちや親の通院など 430（54.3%） 平均 7.7 日 

ウ．不定期な仕事 223（28.2%） 平均 20.2 日 

エ．その他 44（5.6%） 平均 16.1 日 

不明 27（3.4%） 

２．利用する必要はない 633（43.5%） 

不明 29（2.0%） 

→「１．」を選ばれた方は問２８-1 へ、「２．」を選ばれた方は問２９へ 
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問２８-１ 問２８の目的でお子さんを預ける場合、下記のいずれの子育て支援サービスが望ましいと思われ

ますか。なお、サービスの利用にあたっては、一定の利用料が発生します。（すべてに○）[N=792] 

１．幼稚園・保育所などの施設で子どもをみてくれるサービス 719（90.8%） 

２．地域子育て支援センター（保育所）や子育て広場などの小規模な施設で子どもをみてくれるサービス 378（47.7%） 

３．ファミリー・サポート・センターに登録している近所の人などがその自宅などで子どもをみてくれるサービス 79（10.0%） 

４．民間事業者などが自宅を訪問し、子どもをみてくれるサービス 51（6.4%） 

５．その他 2（0.3%） 

不明 15（1.9%） 

→問２９へ 

 

問２９ この１年間に、冠婚葬祭、家族の病気などの保護者の用事により、お子さんを「泊りがけで」家族以

外にみてもらわないといけないことで対処した方法（すべてに○）と年間合計の泊数をお答えください。預け

先が見つからなかった場合も含みます。（（ ）内に数字を記入）[N=1,454] 

１．ご自身や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった（同居している場合も含む） 

 262（18.0%） 平均 7.4 泊 

２．子育て支援短期利用事業（ショートステイ）を利用した（児童養護施設などで一定期間子どもを預かるもの） 

 2（0.1%） 平均-泊 

３．２以外の保育サービス（認可外保育施設、ベビーシッターなど）を利用した 4（0.3%） 平均 6.5 泊 

４．仕方なく子どもを同行させた 90（6.2%） 平均 4.8 泊 

５．仕方なく子どもだけで留守番をさせた 5（0.3%） 平均 6.0 泊 

６．その他 6（0.4%） 平均 2.5 泊 

７．みてもらわないといけないことはなかった 1,038（71.4%） 

不明 84（5.8%） 

→問３０へ 

 

 ９．地域の子育て支援事業の利用状況についておうかがいします。               

問３０ 子育て支援事業についておうかがいします。現在、子育て支援事業を利用していますか。おおよその

利用回数もお答えください。（１つに○、（ ）内に数字を記入）[N=1,454] 

１．子育て支援事業 327（22.5%） 

    １週間あたり平均 1.8 回 または １ヶ月あたり平均 2.8 回程度 

２．その他市が実施している類似の事業 19（1.3%） 

    １週間あたり平均 1.8 回 または １ヶ月あたり平均 3.3 回程度 

３．利用していない 1,090（75.0%） 

不明 18（1.2%） 

→問３１へ 
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問３１ 子育て支援事業について、今は利用していないができれば利用したい、あるいは、利用日数を増やし

たいと思いますか。なお、事業の内容によっては、一定の利用料が発生する場合があります。（１つに○、（ ）

内に数字を記入）[N=1,454] 

１．利用していないが、今後利用したい 353（24.3%） 

    １週間あたり平均 1.4 回 または １ヶ月あたり平均 2.2 回程度 

２．すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい 180（12.4%） 

    １週間あたり、さらに平均 1.7 回 または １ヶ月あたり、さらに平均 3.2 回程度 

３．新たに利用したり、利用日数を増やしたりしたいとは思わない 882（60.7%） 

不明 39（2.7%） 

→「１．」「２．」を選ばれた方は問３１-１へ、「３．」を選ばれた方は問３２へ 

 

問３１-１子育て支援事業を利用するにあたって、どのようなサービスを利用したいですか。なお、事業の内

容によっては、一定の利用料が発生する場合があります。（３つに○）[N=533] 

１．常設の子育て親子の交流の場・遊びの場の提供 454（85.2%） 

２．子育てに関する相談・援助 243（45.6%） 

３．地域の子育て関連情報の提供 221（41.5%） 

４．子育てに関する講習 145（27.2%） 

５．地域に出向いての交流の場の提供（出張ひろばなど） 65（12.2%） 

６．保育所や幼稚園の入所・利用に関する相談 153（28.7%） 

７．さまざまな世代との交流の場の提供 92（17.3%） 

８．家庭への訪問支援 30（5.6%） 

９．その他 9（1.7%） 

 不明 13（2.4%） 

→問３２へ 

 

問３２ 子育て支援事業の認知度・利用度についておうかがいします。下記のサービスで知っている ものや、

これまでに利用したことがあるものはありますか。また、今後、利用したいと思うものはありますか。（それ

ぞれに○）[N=1,454] 

 知っている 

①母親・父親学級、両親学級、育児学級 
はい 1,143（78.6%） いいえ 258（17.7%）  

不明 53（3.6%） 

②保健センターの情報・相談サービス 
はい 1,069（73.5%） いいえ 343（23.6%）  

不明 42（2.9%） 

③家庭教育に関する学級・講座 
はい 310（21.3%） いいえ 1,103（75.9%）  

不明 41（2.8%） 

④保育所や幼稚園の園庭などの開放 
はい 1,306（89.8%） いいえ 93（6.4%）  

不明 55（3.8%） 

⑤児童会館・児童センター 
はい 1,275（87.7%） いいえ 122（8.4%）  

不明 57（3.9%） 

⑥子育ての総合窓口 
（子育て支援室、保育幼稚園課） 

はい 920（63.3%） いいえ 497（34.2%）  

不明 37（2.5%） 
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⑦のびのび子育てプラザの子育て相談 
 （子育て青少年拠点夢つながり未来館１階） 

はい 711（48.9%） いいえ 707（48.6%）  

不明 36（2.5%） 

⑧吹田市ホームページ 
「すくすく子育てＮavi」 

はい 581（40.0%） いいえ 839（57.7%）  

不明 34（2.3%） 

⑨育児支援家庭訪問事業 
はい 567（39.0%） いいえ 855（58.8%）  

不明 32（2.2%） 

 

 利用したことがある 

①母親・父親学級、両親学級、育児学級 
はい 744（51.2%） いいえ 623（42.8%）  

不明 87（6.0%） 

②保健センターの情報・相談サービス 
はい 455（31.3%） いいえ 888（61.1%）  

不明 111（7.6%） 

③家庭教育に関する学級・講座 
はい 71（4.9%） いいえ 1,210（83.2%）  

不明 173（11.9%） 

④保育所や幼稚園の園庭などの開放 
はい 881（60.6%） いいえ 509（35.0%）  

不明 64（4.4%） 

⑤児童会館・児童センター 
はい 912（62.7%） いいえ 480（33.0%）  

不明 62（4.3%） 

⑥子育ての総合窓口 
（子育て支援室、保育幼稚園課） 

はい 329（22.6%） いいえ 997（68.6%）  

不明 128（8.8%） 

⑦のびのび子育てプラザの子育て相談 
 （子育て青少年拠点夢つながり未来館１階） 

はい 239（16.4%） いいえ 1,097（75.4%）  

不明 118（8.1%） 

⑧吹田市ホームページ 
「すくすく子育てＮavi」 

はい 298（20.5%） いいえ 1,027（70.6%）  

不明 129（8.9%） 

⑨育児支援家庭訪問事業 
はい 144（9.9%） いいえ 1,175（80.8%）  

不明 135（9.3%） 

 

 今後利用したい 

①母親・父親学級、両親学級、育児学級 
はい 506（34.8%） いいえ 719（49.4%）  

不明 229（15.7%） 

②保健センターの情報・相談サービス 
はい 670（46.1%） いいえ 572（39.3%）  

不明 212（14.6%） 

③家庭教育に関する学級・講座 
はい 575（39.5%） いいえ 688（47.3%）  

不明 191（13.1%） 

④保育所や幼稚園の園庭などの開放 
はい 876（60.2%） いいえ 390（26.8%）  

不明 188（12.9%） 

⑤児童会館・児童センター 
はい 1,042（71.7%） いいえ 242（16.6%）  

不明 170（11.7%） 
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⑥子育ての総合窓口 
（子育て支援室、保育幼稚園課） 

はい 656（45.1%） いいえ 598（41.1%）  

不明 200（13.8%） 

⑦のびのび子育てプラザの子育て相談 
 （子育て青少年拠点夢つながり未来館１階） 

はい 576（39.6%） いいえ 692（47.6%）  

不明 186（12.8%） 

⑧吹田市ホームページ 
「すくすく子育てＮavi」 

はい 722（49.7%） いいえ 548（37.7%）  

不明 184（12.7%） 

⑨育児支援家庭訪問事業 
はい 324（22.3%） いいえ 958（65.9%）  

不明 172（11.8%） 

 

１０．市役所などへの要望についておうかがいします。                      

問３３ 市役所などに対して、あなたの子育て経験などから、どのような子育て支援事業を充実して ほしい

ですか。（すべてに○）[N=1,454] 

１．親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する 927（63.8%） 

２．親子が安心して集まれる保育所や幼稚園の運動場の開放を増やす 568（39.1%） 

３．親子が安心して集まれる子育て広場などの屋内の施設を整備する 797（54.8%） 

４．子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のためのスペースづくり（赤ちゃんの駅事
業）や、歩道の段差解消などの「子育てのバリアフリー化」に取り組む 876（60.2%） 

５．子育てに困ったときの相談体制を充実する 403（27.7%） 

６．子育て支援に関する情報提供を充実する 408（28.1%） 

７．子育て中の親の仲間づくりや子育ての知識や技能の取得に役立つ親子教室の開催回数の増加と内容の
充実を図る 493（33.9%） 

８．子育てサークル活動への支援を充実する 253（17.4%） 

９．保育所や留守家庭児童育成室など子どもを預ける施設を増やす 741（51.0%） 

１０．幼稚園における早朝、夕方の預かり保育の延長や夏休みなどの預かり保育などを充実する 741（51.0%） 

１１．専業主婦など誰でも気軽に利用できるＮＰＯなどによる子育て支援サービスに対する支援を行う 367（25.2%） 

１２．小児救急など安心して子どもが医療機関を利用できる体制を整備する 1,032（71.0%） 

１３．子どもの安全を確保する対策を充実する 664（45.7%） 

１４．子育ての講座など子育てについて学べる機会をつくる 258（17.7%） 

１５．育児休業給付、児童手当、扶養控除の拡充などの子育て世帯への経済的援助の拡充 944（64.9%） 

１６．公営住宅の優先入居など住宅面での配慮や支援に取り組む 177（12.2%） 

１７．その他 108（7.4%） 

１８．特になし 13（0.9%） 

不明 15（1.0%） 

→問３４へ 
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１１．お子さんの生活習慣についておうかがいします。                    

問３４ お子さんの生活習慣について、お答えください。（それぞれ１つに○）[N=1,454] 

（１）朝ごはんを食べますか。 

１．毎日食べる 1,348（92.7%） 

２．食べる日のほうが多い 45（3.1%） 

３．食べない日のほうが多い 13（0.9%） 

４．ほとんど食べない 12（0.8%） 

不明 36（2.5%） 

（２）１日１回は家族と一緒に食事をしますか。 

１．する 1,377（94.7%） 

２．しない 40（2.8%） 

不明 37（2.5%） 

（３）平日のテレビ・ビデオ（ゲームを含む）の１日あたり平均視聴時間は何時間ですか。 

１．３０分以内 158（10.9%） 

２．１時間以内 292（20.1%） 

３．１時間３０分以内 176（12.1%） 

４．２時間以内 439（30.2%） 

５．２時間以上 342（23.5%） 

不明 47（3.2%） 

（４）就寝時刻は何時ですか。 

１．２０時半より前 169（11.6%） 

２．２０時半～２１時 367（25.2%） 

３．２１時～２１時半 448（30.8%） 

４．２１時半～２２時 292（20.1%） 

５．２２時～２３時 135（9.3%） 

６．２３時以降 18（1.2%） 

不明 25（1.7%） 

→問３５へ 
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１２．子育てを支援する生活環境の整備や子どもの安全の確保ついておうかがいします。             

問３５ お子さんと外出されるときに、困ること、困ったことはありますか。（すべてに○）[N=1,454] 

１．自動車の通行が多いにもかかわらず歩道や信号がない道路が多いので心配 525（36.1%） 

２．歩道の段差などがベビーカーや自転車での通行の妨げになっている 574（39.5%） 

３．交通機関や建物がベビーカーでの移動に配慮されていない 559（38.4%） 

４．トイレがオムツ替えや親子での利用に配慮されていない 557（38.3%） 

５．授乳する場所や必要な設備がない 420（28.9%） 

６．小さな子どもとの食事に配慮された場所（店）が少ない 631（43.4%） 

７．買い物や用事などの合間の気分転換に子どもを遊ばせる場所がない 666（45.8%） 

８．緑や広い歩道が少ないなど街並みにゆとりとうるおいがない 348（23.9%） 

９．周囲の人が子ども連れを迷惑そうに見る 202（13.9%） 

１０．荷物や子どもに手をとられて困っているときに手を貸してくれる人が少ない 278（19.1%） 

１１．特にない 97（6.7%） 

１２．その他 112（7.7%） 

不明 17（1.2%） 

→問３６へ 

問３６ お住まいの地域における子どもの遊び場に関して満足していますか。（１つに○）[N=1,454] 

１．満足している  438（30.1%） 

３．どちらとも思わない 398（27.4%） 

不明 11（0.8%） 

２．満足していない 539（37.1%） 

４．わからない 68（4.7%） 

 

→問３７へ 

 

問３７ お住まいの地域の子どもの遊び場について日ごろ感じることは何ですか。（すべてに○）[N=1,454] 

１．近くに遊び場がない 191（13.1%） 

２．雨の日に遊べる場所がない 872（60.0%） 

３．思い切り遊ぶために十分な広さがない 353（24.3%） 

４．遊具などの種類が充実していない 534（36.7%） 

５．不衛生である 347（23.9%） 

６．いつも閑散としていて寂しい感じがする 224（15.4%） 

７．遊具などの設備が古くて危険である 270（18.6%） 

８．緑や水辺など子どもが自然にふれあう場が少ない 305（21.0%） 

９．遊び場やその周辺の環境が悪くて安心して遊べない 108（7.4%） 

１０．公園など遊び場のトイレがおむつ替えや親子での利用に配慮されていない 634（43.6%） 

１１．遊び場周辺の道路が危険である 355（24.4%） 

１２．遊び場に行っても子どもと同じ歳くらいの遊び仲間がいない 154（10.6%） 

１３．その他 152（10.5%） 

１４．特に感じることはない 107（7.4%） 

不明 15（1.0%） 

→問３８へ 
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１３．子育てに対する意識についておうかがいします。                        

問３８ 近所（お住まいの近く）で日常的にちょっとした子どもの話や世間話をする人はいますか。 

[N=1,454] 

１．いる 1,081（74.3%）  ２．いない 344（23.7%）  不明 29（2.0%） 

→問３９へ 

 

問３９ ご自身にとって子育てを楽しいと感じることが多いと思いますか。それともつらいと感じることが多

いと思いますか。（１つに○）[N=1,454] 

１．楽しいと感じることの方が多い 967（66.5%） 

２．楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい 365（25.1%） 

３．つらいと感じることの方が多い 52（3.6%） 

４．わからない 30（2.1%） 

５．その他 8（0.6%） 

不明 32（2.2%） 

→「１．」を選ばれた方は問３９-１へ 

「２．」「３．」を選ばれた方は問３９-2 へ 

「４．」「５．」を選ばれた方は問４０へ 

 

問３９-１ 子育てをする中で、どのような支援・対策が有効と感じていますか。（３つまで○）[N=967] 

１．地域における子育て支援の充実（一時預かり、育児相談など） 386（39.9%） 

２．保育サービスの充実 337（34.9%） 

３．子育て支援のネットワークづくり 97（10.0%） 

４．地域における子どもの活動拠点の充実（児童会館・児童センターなど） 301（31.1%） 

５．訪問型の支援サービスの充実 34（3.5%） 

６．健やかな妊娠・出産に対する支援 147（15.2%） 

７．子どもの教育環境 336（34.7%） 

８．子育てしやすい住居・まちの環境面での充実 429（44.4%） 

９．仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備 385（39.8%） 

１０．子どもを対象にした犯罪・事故の軽減 333（34.4%） 

１１．援護を要する子どもに対する支援 61（6.3%） 

１２．その他 28（2.9%） 

不明 5（0.5%） 

→問４０へ 
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問３９-２ あなたにとって子育てのつらさを解消するために必要な支援・対策は何ですか。（３つまで○） 

[N=417] 

１．地域における子育て支援の充実（一時預かり、育児相談など） 213（51.1%） 

２．保育サービスの充実 161（38.6%） 

３．子育て支援のネットワークづくり 43（10.3%） 

４．地域における子どもの活動拠点の充実（児童会館・児童センターなど） 89（21.3%） 

５．訪問型の支援サービスの充実 24（5.8%） 

６．健やかな妊娠・出産に対する支援 22（5.3%） 

７．子どもの教育環境 72（17.3%） 

８．子育てしやすい住居・まちの環境面での充実 97（23.3%） 

９．仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備 164（39.3%） 

１０．子どもを対象にした犯罪・事故の軽減 63（15.1%） 

１１．援護を要する子どもに対する支援 25（6.0%） 

１２．その他 44（10.6%） 

不明 5（1.2%） 

→問４０へ 

問４０ 子育てに関して、日常悩んでいること、あるいは気になることは何ですか。（すべてに○）[N=1,454] 

（１）子どもに関すること 

１．病気や発育発達に関すること 407（28.0%） 

２．食事や栄養に関すること 476（32.7%） 

３．子どもとの接し方に自信が持てないこと 265（18.2%） 

４．子どもと過ごす時間が十分取れないこと 222（15.3%） 

５．子どもの教育に関すること 497（34.2%） 

６．子どもの友だちづきあいに関すること 365（25.1%） 

７．子どもの登所・登園拒否や不登校など 36（2.5%） 

８．特にない 297（20.4%） 

９．その他 39（2.7%） 

不明 45（3.1%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  第３章 質問と回答 

－110－ 

 

（２）ご自身に関すること 

１．子育てに関して配偶者の協力が少ないこと 253（17.4%） 

２．配偶者と子育てに関して意見が合わないこと 107（7.4%） 

３．子育てが大変なことを、ご自身や配偶者の親、親せき、近隣の人、職場など周りの人が理解してく
れないこと 78（5.4%） 

４．ご自身の子育てについて、ご自身や配偶者の親、親せき、近隣の人、職場など周りの見る目が気に
なること 95（6.5%） 

５．子育てに関して話し相手や相談相手がいないこと 69（4.7%） 

６．仕事や自分のやりたいことなど自分の時間が十分取れないこと 635（43.7%） 

７．配偶者以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと 242（16.6%） 

８．子育てのストレスなどから子どもにきつくあたってしまうこと 443（30.5%） 

９．子育てによる身体の疲れが大きいこと 433（29.8%） 

１０．子育てにかかる出費がかさむこと 464（31.9%） 

１１．住居がせまいこと 199（13.7%） 

１２．特にない 192（13.2%） 

１３．その他 64（4.4%） 

不明 57（3.9%） 

→問４１へ 

 

問４１ ご自身の子育てが、地域の人に支えられていると感じますか。（１つに○）また感じる場合は、特に

誰から支えられていると感じますか。感じない場合は、特に誰から支えてほしいと感じますか。下の枠内の選

択肢の中からあてはまるものお答えください。（すべてに○）[N=1,454] 

１．感じる 1,026（70.6%） 

    → １．近所の人 347（33.8%） 

２．同じ世代の子どもを持つ保護者 674（65.7%） 

３．民生委員・児童委員、自治会、子ども会などの地域団体の人 75（7.3%） 

４．地域活動を行っているＮＰＯなどの人 31（3.0%） 

５．幼稚園、保育所、子育て支援センター（保育所）や子育て広場などの職員 539（52.5%） 

６．市役所の職員 14（1.4%） 

７．その他 85（8.3%） 

不明 18（1.8%） 

２．感じない 377（25.9%） 

    → １．近所の人 78（20.7%） 

２．同じ世代の子どもを持つ保護者 128（34.0%） 

３．民生委員・児童委員、自治会、子ども会などの地域団体の人 31（8.2%） 

４．地域活動を行っているＮＰＯなどの人 24（6.4%） 

５．幼稚園、保育所、子育て支援センター（保育所）や子育て広場などの職員 115（30.5%） 

６．市役所の職員 30（8.0%） 

７．その他 39（10.3%） 

不明 87（23.1%） 

不明 51（3.5%） 
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第２節 就学児童（小学生） 

１．ご家族の構成や保護者の働いている状況などについておうかがいします。            

問１ お住まいの地域の小学校区に○をつけてください。小学校区の番号は、封筒の宛名の右下に記載されて

いる数字です。[N=1,462] 

１．吹田第一小 20（1.4%） 

３．吹田第三小 51（3.5%） 

５．吹田南小 57（3.9%） 

７．千里第一小 54（3.7%） 

９．千里第三小 65（4.4%） 

１１．佐井寺小 56（3.8%） 

１３．岸部第一小 16（1.1%） 

１５．豊津第一小 82（5.6%） 

１７．江坂大池小 26（1.8%） 

１９．片山小 48（3.3%） 

２１．山田第二小 40（2.7%） 

２３．山田第五小 15（1.0%） 

２５．南山田小 94（6.4%） 

２７．北山田小 40（2.7%） 

２９．高野台小 22（1.5%） 

３１．古江台小 45（3.1%） 

３３．青山台小 20（1.4%） 

３５．千里たけみ小 19（1.3%） 

２．吹田第二小 30（2.1%） 

４．吹田東小 26（1.8%） 

６．吹田第六小 16（1.1%） 

８．千里第二小 68（4.7%） 

１０．千里新田小 61（4.2%） 

１２．東佐井寺小 45（3.1%） 

１４．岸部第二小 26（1.8%） 

１６．豊津第二小 32（2.2%） 

１８．山手小 35（2.4%） 

２０．山田第一小 41（2.8%） 

２２．山田第三小 37（2.5%） 

２４．東山田小 74（5.1%） 

２６．西山田小 45（3.1%） 

２８．佐竹台小 39（2.7%） 

３０．津雲台小 32（2.2%） 

３２．藤白台小 41（2.8%） 

３４．桃山台小 39（2.7%） 

不明 5（0.3%） 

→問２へ 

 

問２ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。お子さんからみた関係で、お答えください。 

（１つに○）[N=1,462] 

１．母親 1,345（92.0%） ２．父親 105（7.2%） ３．その他 9（0.6%）  

不明 3（0.2%） 

→問３へ 

 

問３ お子さんの生年月について、「平成」か「西暦」に○をつけ、枠内に数字を入れてください。[N=1,462] 

平成・西暦（    ）年（    ）月生まれ 

→ １．1 年生 228（15.6%） 

  ４．４年生 225（15.4%） 

不明 89（6.1%） 

２．２年生 245（16.8%） 

５．５年生 213（14.6%） 

 

３．３年生 225（15.4%） 

６．６年生 237（16.2%） 

 

→問４へ 
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問４ 封筒のあて名のお子さんを含め、お子さんは何人いらっしゃいますか。また、２人以上いらっしゃる場

合、末子の年齢（平成２５年 4 月 1 日現在の年齢）を記入してください。なお、平成２５年４月２日以降に

生まれているお子さんは、０歳としてください。[N=1,462] 

平均 1.9 人  

末子の年齢 平均 9.1 歳 

→問５へ 

 

問５ お子さんが一緒に住んでいる人はどなたですか。また、近所に祖父母が住んでいますか。選択肢はお子

さんからみた関係です。（すべてに○）[N=1,462] 

１．父と母と一緒に住んでいる 1,285（87.9%） 

２．父と一緒に住んでいる（父子家庭） 13（0.9%） 

３．母と一緒に住んでいる（母子家庭） 111（7.6%） 

４．祖父と一緒に住んでいる 49（3.4%） 

５．祖母と一緒に住んでいる 99（6.8%） 

６．祖父が近所に住んでいる 208（14.2%） 

７．祖母が近所に住んでいる 273（18.7%） 

８．その他 67（4.6%） 

不明 7（0.5%） 

→問６へ 

 

問６ お子さんの子育てや教育を主に行っている方はどなたですか。選択肢はお子さんからみた関係です。 

（１つに○）[N=1,462] 

１．父母ともに 707（48.4%） 

３．主に父親 10（0.7%） 

５．その他 12（0.8%） 

２．主に母親 712（48.7%） 

４．主に祖父母 18（1.2%） 

不明 3（0.2%） 

→問７へ 

 

問７ 日頃、お子さんの面倒をみてもらえる人はいますか。（すべてに○）[N=1,462] 

１．日常的にご自身や配偶者の親、親せきにみてもらえる 387（26.5%） 

２．緊急時もしくは用事のときにはご自身や配偶者の親、親せきにみてもらえる 705（48.2%） 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人や知人がいる 118（8.1%） 

４．緊急のときや用事があるときに子どもをみてもらえる友人や知人がいる 513（35.1%） 

５．いずれもいない 224（15.3%） 

不明 23（1.6%） 

→問８へ 
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問８ お子さんの子育てや教育について、気軽に相談できる人や場所で当てはまるものをお答えください。 

（すべてに○）[N=1,462] 

１．配偶者 1,195（81.7%） 

２．ご自身や配偶者の親、親せき、（同居している）家族 934（63.9%） 

３．友人や知人 1,136（77.7%） 

４．近所の人 256（17.5%） 

５．小学校の先生 383（26.2%） 

６．留守家庭児童育成室の指導員 88（6.0%） 

７．児童会館・児童センターなどの子育て支援施設やＮＰＯなどの子育て支援団体 17（1.2%） 

８．ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾などの習い事の先生 167（11.4%） 

９．民生委員・児童委員、主任児童委員 3（0.2%） 

１０．かかりつけの医師 76（5.2%） 

１１．市役所の教育相談の窓口 13（0.9%） 

１２．携帯電話やインターネットの交流サイト 15（1.0%） 

１３．相談できる人はいない 14（1.0%） 

１４．その他 22（1.5%） 

不明 15（1.0%） 

→問９へ 

 

問９ お子さんの「母親」の働いている状況についておうかがいします。自営業や自営業を手伝っている場合

も含みます。（１つに○）[N=1,462]          ※父子家庭の場合は記入不要です。→問１０へ 

１．フルタイムで働いている 315（21.5%） 

２．フルタイムで働いているが、今は休んでいる（産休・育休・介護休業中） 3（0.2%） 

３．パート・アルバイトなどで働いている 629（43.0%） 

４．パート・アルバイトなどで働いているが、今は休んでいる（産休・育休・介護休業中） 5（0.3%） 

５．以前は働いていたが、今は働いていない 323（22.1%） 

６．これまで働いたことがない 150（10.3%） 

不明 37（2.5%） 

→「１．」から「４．」を選ばれた方は問９-１へ、「５．」「６．」を選ばれた方は問１０へ 

 

問９-１ １週間にどのくらいの日数働きますか、１日あたりどのくらいの時間働きますか。また、家を出る

時間と帰宅時間をお答えください。不規則な場合は、もっとも多いパターンをお答えください。今休んでいる

方は、休みに入る前の状況についてお答えください。（（ ）内に数字を記入）[N=952] 

１週当たり平均 4.3 日    １日当たり平均 6.1 時間 

家を出る時間平均 8.7 時   帰宅時間平均 16.6 時 

→問１０へ 
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問１０ お子さんの「父親」の働いている状況についておうかがいします。自営業や自営業を手伝っている場

合も含みます。（１つに○）[N=1,462]                ※母子家庭の場合は記入不要です。 

問９で「３．」「４．」を選ばれた方は問１１へ、「５．」「６．」を選ばれた方は問１２へ 

１．フルタイムで働いている 1,265（86.5%） 

２．フルタイムで働いているが、今は休んでいる（育休・介護休業中） 2（0.1%） 

３．パート・アルバイトなどで働いている 14（1.0%） 

４．パート・アルバイトなどで働いているが、今は休んでいる（育休・介護休業中） 0（0.0%） 

５．以前は働いていたが、今は働いていない 15（1.0%） 

６．これまで働いたことがない 0（0.0%） 

不明 166（11.4%） 

→「１．」から「４．」を選ばれた方は問１０-１へ、「５．」「６．」を選ばれた方は問１２へ 

 

問１０-１ １週間にどのくらいの日数働きますか、１日あたりどのくらいの時間働きますか。また、家を出

る時間と帰宅時間をお答えください。不規則な場合は、もっとも多いパターンをお答えください。今休んでい

る方は、休みに入る前の状況についてお答えください。（（ ）内に数字を記入）[N=1,281] 

１週当たり平均 5.3 日    １日当たり平均 10.1 時間 

家を出る時間平均 7.6 時   帰宅時間平均 20.4 時 

→問１０で「３．」「４．」を選ばれた方は問１１へ、それ以外の方は問１３へ 

 

問１１ フルタイムへの転換希望はありますか。（それぞれ１つに○） 

（１）母親[N=634] 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 19（3.0%） 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 82（12.9%） 

３．パート・アルバイトなどで働き続けることを希望 239（37.7%） 

４．パート・アルバイトなどをやめて子育てや家事に専念したい 13（2.1%） 

不明 281（44.3%） 

（２）父親[N=14] 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 2（14.3%） 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 7（50.0%） 

３．パート・アルバイトなどで働き続けることを希望 2（14.3%） 

４．パート・アルバイトなどをやめて子育てや家事に専念したい 1（7.1%） 

不明 2（14.3%） 

→問１３へ 
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問１２ 働きたいという希望はありますか。（それぞれ１つに○、（ ）内に数字を記入） 

（１）母親[N=473] 

１．子育てや家事などに専念したい（働く予定はない） 47（9.9%） 

２．１年より先、一番下の子どもが、平均 11.0 歳になったころに働きたい 13（2.7%） 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい 74（15.6%） 

→ 希望する働き方 

       ア．フルタイム 7（9.5%） 

       イ．パートタイム、アルバイトなど 65（87.8%） 

不明 2（2.7%） 

    → １週当たり平均 3.5 日  １日当たり平均 4.7 時間 

不明 339（71.7%） 

（２）父親[N=15] 

１．子育てや家事などに専念したい（働く予定はない） 3（20.0%） 

２．１年より先、一番下の子どもが、平均-歳になったころに働きたい 0（0.0%） 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に働きたい 3（20.0%） 

→ 希望する働き方 

       ア．フルタイム 2（66.7%） 

       イ．パートタイム、アルバイトなど 0（0.0%） 

不明 1（33.3%） 

    → １週当たり平均-日  １日当たり平均-時間 

不明 9（60.0%） 

→（１）または（２）で「２．」「３．」を選ばれた方は問１２-１へ、それ以外の方は問１３へ 

 

問１２-１ 働きたい理由は何ですか。（すべてに○）[N=90] 

１．働かないと、暮らしていけなくなるため 20（22.2%） 

２．将来への備えのため（子どもの教育費、老後の備えなど） 72（80.0%） 

３．仕事を通じて、自分の能力を発揮し、向上させたいため 24（26.7%） 

４．人間関係を広げたいため 18（20.0%） 

５．その他 3（3.3%） 

不明 1（1.1%） 

→問１３へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  第３章 質問と回答 

－116－ 

 

 ２．お子さんが小学１年生から小学３年までの方に留守家庭児童育成室の利用についておうかがいし

ます。 

問１３ 平日（月曜日から金曜日）に、現在、留守家庭児童育成室を利用されていますか。[N=698] 

１．利用している 158（22.6%）  ２．利用していない 532（76.2%）  不明 8（1.1%） 

→「１．」を選ばれた方は問１４へ、「２．」を選ばれた方は問１５へ 

 

問１４ 現在利用している留守家庭児童育成室について、もっとも多いパターンとして、１週間に何日利用し、

また、１日あたり何時間（何時まで）利用していますか。また、希望としてはどのくらい利用したいですか。

（（ ）内に数字を記入）[N=158] 

（１）現在 

１週当たり平均 4.9 日 

１日当たり平均 2.7 時間  平均 17.3 まで 

（２）希望 

１週当たり平均 5.1 日 

１日当たり平均 3.4 時間  平均 17.9 まで 

→問１４-１へ 

問１４-１ 留守家庭児童育成室を利用されている理由はなんですか。（１つに○）[N=158] 

１．保護者が働いている 154（97.5%） 

２．保護者がご自身や配偶者の親、親せきの介護をしている 1（0.6%） 

３．保護者に病気や障がいがある 2（1.3%） 

４．保護者が学生である 0（0.0%） 

不明 1（0.6%） 

→問１４-２へ 

 

問１４-２ 土曜日、日曜日・祝日に、留守家庭児童育成室の利用希望がありますか。仕事や介護などによる

定期的な利用で、一時的な利用は除きます。（１つに○）希望がある場合は、枠内に具体的な数字をお答えく

ださい。（（ ）内に数字を記入）なお、利用にあたっては、一定の利用料が発生します。[N=158] 

（１）土曜日 

１．利用する必要はない 94（59.5%） 

２．ほぼ毎週利用したい 27（17.1%） 利用したい時間帯 平均 8.7 時～平均 17.4 時 

３．月に１～２回は利用したい 33（20.9%） 利用したい時間帯 平均 8.7 時～平均 17.4 時 

不明 4（2.5%） 

（２）日曜日・祝日 

１．利用する必要はない 115（72.8%） 

２．ほぼ毎週利用したい 2（1.3%） 利用したい時間帯 平均 9.3 時～平均 17.0 時 

３．月に１～２回は利用したい 28（17.7%） 利用したい時間帯 平均 8.8 時～平均 17.5 時 

不明 13（8.2%） 

→（１）または（２）で「３．」を選ばれた方は問１４-３へ、それ以外の方は問１４-４へ 
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問１４-３ 毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（すべてに○）[N=44] 

１．月に数回仕事が入るため 39（88.6%） 

２．平日にすませられない用事をまとめてすませるため 5（11.4%） 

３．ご自身や配偶者の親、親せきの介護や手伝いが必要なため 0（0.0%） 

４．息抜きのため 2（4.5%） 

５．その他 6（13.6%） 

不明 0（0.0%） 

→問１４-４へ 

 

問１４-４ 現在通っている留守家庭児童育成室にどのようなことを希望しますか。（すべてに○）[N=158] 

１．朝の利用時間を延長する 36（22.8%） 

３．施設や設備を改善する 86（54.4%） 

５．その他 69（43.7%） 

不明 3（1.9%） 

２．夕方の利用時間を延長する 48（30.4%） 

４．指導内容を工夫する 39（24.7%） 

６．特になし 18（11.4%） 

 

→問１４-５へ 

 

問１４-５ 小学４年生以降の放課後の過ごし方について、どのようなことを望みますか。（１つに○）「１．」

を選択した場合は、枠内に具体的な数字を入れてください。[N=158] 

１．留守家庭児童育成室を利用したい 109（69.0%） 

    → 小学平均 5.6 年生まで利用したい 

２．太陽の広場（こどもプラザ事業）を利用したい 7（4.4%） 

３．スポーツクラブや学習塾などの習い事をさせたい 20（12.7%） 

４．子どもに自宅の留守番をしてもらう 11（7.0%） 

５．その他 6（3.8%） 

不明 5（3.2%） 

→問１６へ 

 

問１５ 留守家庭児童育成室を利用していない理由は何ですか。（１つに○）[N=532] 

１．ご自身や配偶者が子どもの面倒をみているため、利用する必要がない 334（62.8%） 

２．ご自身や配偶者の親、親せきがみている 32（6.0%） 

３．近所の人や父母の友人・知人がみている 2（0.4%） 

４．父母とも働いていて利用したいが、留守家庭児童育成室に空きがない 0（0.0%） 

５．父母とも働いていて利用したいが、延長・夜間などの時間帯の条件が合わない 3（0.6%） 

６．父母とも働いていて利用したいが、利用料がかかるため、経済的な理由で利用できない 3（0.6%） 

７．父母とも働いているが、子どもは放課後に習い事をしているため、利用する必要がない 18（3.4%） 

８．父母とも働いているが、放課後の短時間なら子どもだけでも大丈夫だと思うから 45（8.5%） 

９．その他 71（13.3%） 

不明 24（4.5%） 

→問１５-１へ 
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問１５-１ 今後、父母とも働く予定があるなどの理由で、留守家庭児童育成室を利用したいとお考えですか。

（１つに○）希望がある場合は、日数・時間もお答えください。（（ ）内に数字を記入）なお、利用にあたっ

ては、一定の利用料が発生します。[N=532] 

１．利用したい 40（7.5%） １週当たり平 3.8 均日 １日当たり平均 3.3 時間 平均 17.4 時まで 

   → 【土曜日の利用希望】 

１．ある 10（25.0%） ⇒ １日当たり平均 8.0 時間  平均 17.2 時まで 

２．ない 20（50.0%） 

不明 10（25.0%） 

 → 【日曜日・祝日の利用希望】 

１．ある 4（10.0%） ⇒ １日当たり平均 8.0 時間  平均 17.5 時まで 

２．ない 24（60.0%） 

不明 12（30.0%） 

２．今後も利用しない 465（87.4%） 

不明 27（5.1%） 

→問１６へ 

 

 ３．お子さんが病気になった時の対応や、不定期な一時預かりについておうかがいします。      

問１６ お子さんが病気になったときの対応についておうかがいします。この１年間に、お子さんが病気やけ

がで、小学校を休まなければならなかったことはありますか。[N=1,462] 

１．あった 1,055（72.2%）  ２．なかった 388（26.5%）  不明 19（1.3%） 

→「１．」を選ばれた方は問１６－１へ、「２．」を選ばれた方は問１７へ 

 

問１６-1 この１年間に、お子さんが病気やけがで、小学校を休まなければならなかったときの対処方法と

その日数をお答えください。半日程度についても１日としてカウントしてください。（すべてに○、（ ）内に

数字を記入）[N=1,055] 

対処方法 日数（年間） 

１．父親が仕事を休んだ 88（8.3%） 

２．母親が仕事を休んだ 476（45.1%） 

３．ご自身や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった（同居している場合も含む） 253（24.0%） 

４．働いていない父親か母親が子どもをみた 326（30.9%） 

５．保育所や病院に併設する病気の子どものための保育施設を利用した 2（0.2%） 

６．家事育児代行サービスを利用した 2（0.2%） 

７．ファミリー・サポート・センターを利用した 2（0.2%） 

８．仕方なく子どもだけで留守番をさせた 147（13.9%） 

９．その他 44（4.2%） 

不明 22（2.1%） 

平均 1.9 日 

平均 3.1 日 

平均 3.3 日 

平均 4.9 日 

平均 1.0 日 

平均 3.5 日 

平均 0.5 日 

平均 2.3 日 

平均 3.0 日 

 

→「１．」「２．」を選ばれた方は問１６-２へ、「３．」から「９．」を選ばれた方は問１７へ 
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問１６-２ そのときに「できれば病気の子どものための保育施設などを利用したい」と思われましたか。希

望がある方は日数もお答えください。（（ ）内に数字を記入）なお、病気の子どものための保育施設などの利

用には、一定の利用料がかかり、また、利用前にかかりつけ医の診察を受け、その診断書を施設に提出するな

どの手続きが必要になる場合があります。[N=496] 

１．できれば病気の子どものための保育施設などを利用したい 99（20.0%） 

    → 平均 3.4 日 

２．利用したいと思わない 382（77.0%） 

不明 15（3.0%） 

→問１７へ 

 

問１７ 私用、ご自身や配偶者の親の通院、不定期な仕事などを理由として、子どもを家族以外の誰かに一時

的に預けたことはありましたか。対処方法とその日数をお答えください。子どもが病気のときの保育施設など

の利用は除きます。（すべてに○、（ ）内に数字を記入）[N=1,462] 

対処方法 日数（年間） 

１．ご自身や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった（同居している場合も含

む） 528（36.1%） 

２．ファミリー・サポート・センターを利用した（センターに登録している近所の人が

子どもをみてくれるサービス） 25（1.7%） 

３．子育て支援短期利用事業(トワイライトステイ)を利用した（仕事などの理由により、

児童養護施設などで休日や夜間に子どもを一時的に預かるもの） 3（0.2%） 

４．家事育児代行サービスを利用した 5（0.3%） 

５．その他 30（2.1%） 

６．預けるようなことはなかった 840（57.5%） 

不明 59（4.0%） 

 

平均 10.2 日 

 

平均 15.0 日 

 

平均 81.0 日 

平均 7.5 日 

平均 14.8 日 

→問１８へ 

 

問１８ この１年間に、冠婚葬祭、家族の病気などの保護者の用事により、お子さんを「泊りがけで」家族以

外にみてもらわないといけないことで対処した方法（すべてに○）と年間合計の泊数）をお答えください。預

け先が見つからなかった場合も含みます。（（ ）内に数字を記入）[N=1,462] 

１．ご自身や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった（同居している場合も含む） 

 166（11.4%） 平均 5.8 泊 

２．子育て支援短期利用事業(ショートステイ)を利用した（児童養護施設などで一定期間子どもを預かる
もの） 1（0.1%） 平均 1.0 泊 

３．２以外の保育サービス（家事育児代行サービスなどを）を利用した 0（0.0%） 平均-泊 

４．仕方なく子どもを同行させた 33（2.3%） 平均 2.4 泊 

５．仕方なく子どもだけで留守番をさせた 13（0.9%） 平均 1.3 泊 

６．その他 3（0.2%） 平均 3.0 泊 

７．みてもらうことはなかった 1,189（81.3%） 

不明 64（4.4%） 

→問１９へ 
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４．仕事と子育ての両立についておうかがいします。                       

問１９ １日当たりの子どもと一緒に過ごす時間はどのくらいですか。１週間の平均的な時間をお答えくださ

い。また、その時間は十分だと思いますか。下記枠内の選択肢の中から選び、その番号をその番号を１つだけ

記入してください。[N=1,462] 

（１）母親 

子どもと一緒に過ごす時間  平均 6.9 時間 

→ １．十分だと思う 574（39.3%） 

２．まあまあ十分だと思う 476（32.6%） 

３．あまり十分だと思わない 177（12.1%） 

４．不十分だと思う 103（7.0%） 

５．わからない 32（2.2%） 

不明 100（6.8%） 

（２）父親 

子どもと一緒に過ごす時間  平均 3.1 時間 

→ １．十分だと思う 114（7.8%） 

２．まあまあ十分だと思う 344（23.5%） 

３．あまり十分だと思わない 310（21.2%） 

４．不十分だと思う 392（26.8%） 

５．わからない 50（3.4%） 

不明 252（17.2%） 

→問２０へ 

 

問２０ １日当たりの家事を何時間くらいしますか。１週間の平均的な時間を記入してください。[N=1,462] 

（１）母親 

平均 4.7 時間 

（２）父親 

平均 0.6 時間 

→問２１へ 

 

問２１ 仕事と子育てを両立させる上で大変だと思うことは何ですか。（すべてに○）[N=1,462] 

１．残業や出張が入ること 491（33.6%） 

２．子どもや自分が病気やけがをしたときに代わりに子どもをみてくれる人がいないこと 753（51.5%） 

３．配偶者の協力が得られないこと 341（23.3%） 

４．ご自身や配偶者の親などの理解が得られないこと 57（3.9%） 

５．職場に子育てを支援する制度がないこと（子どもの看護休暇、短時間勤務など） 255（17.4%） 

６．職場の理解や協力が得られないこと 207（14.2%） 

７．子どものほかにご自身や配偶者の親などの介護をしなければならないこと 86（5.9%） 

８．子どもを預かってくれる留守家庭児童育成室などがみつからないこと 57（3.9%） 

９．子どもと接する時間が少ないこと 532（36.4%） 

１０．その他 178（12.2%） 

不明 134（9.2%） 

→問２２へ 
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 ５．市役所などへの要望についておうかがいします。                      

問２２ 市役所などに対して、あなたの子育て経験などから、どのような子育て支援サービスを充実してほし

いですか。（すべてに○）[N=1,462] 

１．親子が安心して集まれる公園などの屋外の施設を整備する 538（36.8%） 

２．親子が安心して集まれる保育所や幼稚園の運動場の開放を増やす 276（18.9%） 

３．親子が安心して集まれる子育て広場などの屋内の施設を整備する 442（30.2%） 

４．子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳のためのスペースづくりや、歩道の段差解
消などの「子育てのバリアフリー化」に取り組む 293（20.0%） 

５．子育てに困ったときの相談体制を充実する 303（20.7%） 

６．子育て支援に関する情報提供を充実する 328（22.4%） 

７．子育て中の親の仲間づくりや子育ての知識や技能の取得に役立つ親子教室の開催回数の増加と内容の
充実を図る 218（14.9%） 

８．子育てサークル活動への支援を充実する 107（7.3%） 

９．保育所や留守家庭児童育成室など子どもを預ける施設を増やす 491（33.6%） 

１０．幼稚園における早朝、夕方の預かり保育の延長や夏休みなどの預かり保育などを充実する 492（33.7%） 

１１．専業主婦など誰でも気軽に利用できるＮＰＯなどによる子育て支援サービスに対する支援を行う 260（17.8%） 

１２．小児救急など安心して子どもが医療機関を利用できる体制を整備する 854（58.4%） 

１３．子どもの安全を確保する対策を充実する 635（43.4%） 

１４．子育ての講座など子育てについて学べる機会をつくる 120（8.2%） 

１５．育児休業給付、児童手当、扶養控除の拡充などの子育て世帯への経済的援助の拡充 799（54.7%） 

１６．公営住宅の優先入居など住宅面での配慮や支援に取り組む 155（10.6%） 

１７．その他 137（9.4%） 

１８．特になし 49（3.4%） 

不明 25（1.7%） 

→問２３へ 

 

６．お子さんの生活習慣についておうかがいします。                      

問２３ お子さんの生活習慣について、お答えください。（それぞれ１つに○）[N=1,462] 

（１）朝ごはんを食べますか。 

１．毎日食べる 1,405（96.1%） 

３．食べない日のほうが多い 16（1.1%） 

不明 4（0.3%） 

２．食べる日のほうが多い 30（2.1%） 

４．ほとんど食べない 7（0.5%） 

 

（２）１日１回は家族と一緒に食事をしますか。 

１．する 1,427（97.6%）  ２．しない 26（1.8%）  不明 9（0.6%） 

（３）平日のテレビ・ビデオ（ゲームも含む）の１日あたり平均視聴時間は何時間ですか。 

１．３０分以内 103（7.0%） 

３．１時間３０分以内 219（15.0%） 

５．２時間以上 430（29.4%） 

２．１時間以内 271（18.5%） 

４．２時間以内 434（29.7%） 

不明 5（0.3%） 
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（４）就寝時刻は何時ですか。 

１．２０時半より前 26（1.8%） 

３．２１時～２１時半 423（28.9%） 

５．２２時～２３時 363（24.8%） 

不明 8（0.5%） 

２．２０時半～２１時 111（7.6%） 

４．２１時半～２２時 475（32.5%） 

６．２３時以降 56（3.8%） 

→問２４へ 

７．お子さんの普段の過ごし方についておうかがいします。                   

問２４ 平日の放課後および休日のお子さんの普段の過ごし方で１番多いものについて、時間帯ごとにお答え

ください。（それぞれ１つ記入）[N=1,462] 

１．平日１４～１６時 

→ １．授業などで学校にいる 1,026（70.2%） 

２．留守家庭児童育成室で過ごす 113（7.7%） 

３．太陽の広場（こどもプラザ事業）に参加する 23（1.6%） 

４．保護者や兄弟姉妹などの家族と過ごす 40（2.7%） 

５．家事育児代行サービスなどを利用する 0（0.0%） 

６．家や公園などで友だちと過ごす 121（8.3%） 

７．児童会館・児童センターなど公共の施設にいる 1（0.0%） 

８．地域活動に参加する（子ども会活動、スポーツ活動） 0（0.0%） 

９．学習塾や習い事へ行く 17（1.2%） 

１０．家で、ひとりで勉強などをする 34（2.3%） 

１１．その他 19（1.3%） 

不明 68（4.7%） 

２．平日１６～１８時 

→ １．授業などで学校にいる 12（0.8%） 

２．留守家庭児童育成室で過ごす 131（9.0%） 

３．太陽の広場（こどもプラザ事業）に参加する 16（1.1%） 

４．保護者や兄弟姉妹などの家族と過ごす 179（12.2%） 

５．家事育児代行サービスなどを利用する 3（0.2%） 

６．家や公園などで友だちと過ごす 513（35.1%） 

７．児童会館・児童センターなど公共の施設にいる 11（0.8%） 

８．地域活動に参加する（子ども会活動、スポーツ活動） 17（1.2%） 

９．学習塾や習い事へ行く 383（26.2%） 

１０．家で、ひとりで勉強などをする 89（6.1%） 

１１．その他 68（4.7%） 

不明 40（2.7%） 
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３．平日１８～２０時 

→ １．授業などで学校にいる 1（0.1%） 

２．留守家庭児童育成室で過ごす 2（0.1%） 

３．太陽の広場（こどもプラザ事業）に参加する 1（0.1%） 

４．保護者や兄弟姉妹などの家族と過ごす 961（65.7%） 

５．家事育児代行サービスなどを利用する 2（0.1%） 

６．家や公園などで友だちと過ごす 3（0.2%） 

７．児童会館・児童センターなど公共の施設にいる 0（0.0%） 

８．地域活動に参加する（子ども会活動、スポーツ活動） 6（0.4%） 

９．学習塾や習い事へ行く 232（15.9%） 

１０．家で、ひとりで勉強などをする 128（8.8%） 

１１．その他 49（3.4%） 

不明 77（5.3%） 

４．平日２０時以降 

→ １．授業などで学校にいる 0（0.0%） 

２．留守家庭児童育成室で過ごす 0（0.0%） 

３．太陽の広場（こどもプラザ事業）に参加する 1（0.1%） 

４．保護者や兄弟姉妹などの家族と過ごす 1,206（82.5%） 

５．家事育児代行サービスなどを利用する 0（0.0%） 

６．家や公園などで友だちと過ごす 4（0.3%） 

７．児童会館・児童センターなど公共の施設にいる 0（0.0%） 

８．地域活動に参加する（子ども会活動、スポーツ活動） 1（0.1%） 

９．学習塾や習い事へ行く 32（2.2%） 

１０．家で、ひとりで勉強などをする 66（4.5%） 

１１．その他 57（3.9%） 

不明 95（6.5%） 

５．休日 

→ １．授業などで学校にいる 1（0.1%） 

２．留守家庭児童育成室で過ごす 0（0.0%） 

３．太陽の広場（こどもプラザ事業）に参加する 2（0.1%） 

４．保護者や兄弟姉妹などの家族と過ごす 1,002（68.5%） 

５．家事育児代行サービスなどを利用する 1（0.1%） 

６．家や公園などで友だちと過ごす 110（7.5%） 

７．児童会館・児童センターなど公共の施設にいる 9（0.6%） 

８．地域活動に参加する（子ども会活動、スポーツ活動） 67（4.6%） 

９．学習塾や習い事へ行く 83（5.7%） 

１０．家で、ひとりで勉強などをする 24（1.6%） 

１１．その他 75（5.1%） 

不明 88（6.0%） 

→問２５へ 
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８．お子さんの地域での自然体験などへの参加などについておうかがいします。          

問２５お住まいの地域が、自然に囲まれている、文化施設が充実しているなど、子どもにとって自然、社会、

文化などの体験をしやすい環境であると考えますか。（１つに○）[N=1,462] 

１．体験をしやすいと思う 531（36.3%） 

３．どちらでもない 293（20.0%） 

不明 33（2.3%） 

２．体験をしやすいとは思わない 455（31.1%） 

４．わからない 150（10.3%） 

 

→問２６へ 

 

問２６ 参加したことがある地域での自然体験、社会参加、文化活動はどれですか。（すべてに○）[N=1,462] 

１．スポーツ活動 537（36.7%） 

２．文化芸術活動 163（11.1%） 

３．ボランティア活動 110（7.5%） 

４．体験学習活動（ものづくり体験など） 387（26.5%） 

５．野外活動（キャンプなど） 298（20.4%） 

６．社会福祉活動（高齢者訪問など） 54（3.7%） 

７．国際交流活動（ホームステイなど） 11（0.8%） 

８．青少年団体活動（こども会活動など） 374（25.6%） 

９．環境分野での社会貢献活動（リサイクル活動など） 101（6.9%） 

１０．環境教育活動（自然観察など） 121（8.3%） 

１１．地域の活動（地域のお祭りや運動会など） 1,009（69.0%） 

１２．その他 8（0.5%） 

１３．参加したことがない 243（16.6%） 

不明 20（1.4%） 

→「１３．」を選ばれた方は問２６-１へ、それ以外の方は問２７へ 

 

問２６-１ お子さんがこれまで参加していない理由は何ですか。（すべてに○）[N=243] 

１．活動に関する情報がなく参加しにくい 86（35.4%） 

２．知り合いなどがおらず参加しにくい 82（33.7%） 

３．初めての者が参加しにくい雰囲気がある 43（17.7%） 

４．参加の時間帯が合わない 57（23.5%） 

５．費用がかかる 21（8.6%） 

６．活動の内容に興味や関心がない 69（28.4%） 

７．その他 35（14.4%） 

不明 1（0.4%） 

→問２７へ 
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問２７ お子さんが参加したことはないが、今後参加させたいと思っている地域における自然体験、社会参加、

文化活動は何ですか。（すべてに○）[N=1,462] 

１．スポーツ活動 468（32.0%） 

２．文化芸術活動 292（20.0%） 

３．ボランティア活動 308（21.1%） 

４．体験学習活動（ものづくり体験など） 515（35.2%） 

５．野外活動（キャンプなど） 438（30.0%） 

６．社会福祉活動（高齢者訪問など） 113（7.7%） 

７．国際交流活動（ホームステイなど） 393（26.9%） 

８．青少年団体活動（こども会活動など） 117（8.0%） 

９．環境分野での社会貢献活動（リサイクル活動など） 158（10.8%） 

１０．環境教育活動（自然観察など） 322（22.0%） 

１１．地域の活動（地域のお祭りや運動会など） 287（19.6%） 

１２．その他 48（3.3%） 

不明 139（9.5%） 

→問２８へ 

 

９．子育てを支援する生活環境の整備や子どもの安全の確保についておうかがいします。       

問２８ お住まいの地域における子どもの遊び場に関して満足していますか。（１つに○）[N=1,462] 

１．満足している 380（26.0%） 

３．どちらとも思わない 371（25.4%） 

不明 33（2.3%） 

２．満足していない 633（43.3%） 

４．わからない 45（3.1%） 

 

→問２９へ 

 

問２９ お住まいの地域の子どもの遊び場について日ごろ感じることは何ですか。（すべてに○）[N=1,462] 

１．近くに遊び場がない 177（12.1%） 

２．雨の日に遊べる場所がない 732（50.1%） 

３．思い切り遊ぶために十分な広さがない 632（43.2%） 

４．遊具などの種類が充実していない 396（27.1%） 

５．不衛生である 129（8.8%） 

６．いつも閑散としていて寂しい感じがする 192（13.1%） 

７．遊具などの設備が古くて危険である 129（8.8%） 

８．緑や水辺など子どもが自然にふれあう場が少ない 282（19.3%） 

９．遊び場やその周辺の環境が悪くて安心して遊べない 87（6.0%） 

１０．公園など遊び場のトイレがおむつ替えや親子での利用に配慮されていない 210（14.4%） 

１１．遊び場周辺の道路が危険である 353（24.1%） 

１２．遊び場に行っても子どもと同じ歳くらいの遊び仲間がいない 80（5.5%） 

１３．その他 176（12.0%） 

１４．特に感じることはない 165（11.3%） 

不明 31（2.1%） 

→問３０へ 
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１０．子育てに対する意識についておうかがいします。                       

問３０ 近所（お住まいの近く）で日常的にちょっとした子どもの話や世間話をする人はいますか。 

[N=1,462] 

１．いる 1,095（74.9%）  ２．いない 326（22.3%）  不明 41（2.8%） 

→問３１へ 

 

問３１ ご自身にとって子育てを楽しいと感じることが多いと思いますか。それともつらいと感じることが多

いと思いますか。（１つに○）[N=1,462] 

１．楽しいと感じることの方が多い 941（64.4%） 

２．楽しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい 372（25.4%） 

３．つらいと感じることの方が多い 45（3.1%） 

４．わからない 55（3.8%） 

５．その他 10（0.7%） 

不明 39（2.7%） 

→「１．」を選ばれた方は問３１-１へ 

「２．」「３．」を選ばれた方は問３１-２へ 

                                                           「４．」「５．」を選ばれた方は問３２へ 

問３１-１ 子育てをする中で、どのような支援・対策が有効と感じていますか。（３つに○）[N=941] 

１．留守家庭児童育成室の充実 194（20.6%） 

２．子育て支援のネットワークづくり 116（12.3%） 

３．地域における子どもの活動拠点の充実（児童会館・児童センターなど） 410（43.6%） 

４．子どもの教育環境 428（45.5%） 

５．子育てしやすい住居・まちの環境面での充実 436（46.3%） 

６．仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備 316（33.6%） 

７．子どもを対象にした犯罪・事故の軽減 567（60.3%） 

８．援護を要する子どもに対する支援 118（12.5%） 

９．その他 11（1.2%） 

不明 12（1.3%） 

→問３２へ 

問３１-２ あなたにとって子育てのつらさを解消するために必要な支援・対策は何ですか。（３つに○） 

[N=417] 

１．留守家庭児童育成室の充実 67（16.1%） 

２．子育て支援のネットワークづくり 58（13.9%） 

３．地域における子どもの活動拠点の充実（児童会館・児童センターなど） 117（28.1%） 

４．子どもの教育環境 180（43.2%） 

５．子育てしやすい住居・まちの環境面での充実 130（31.2%） 

６．仕事と家庭生活の両立ができる労働環境の整備 153（36.7%） 

７．子どもを対象にした犯罪・事故の軽減 180（43.2%） 

８．援護を要する子どもに対する支援 68（16.3%） 

９．その他 46（11.0%） 

不明 16（3.8%） 

→問３２へ 
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問３２ 子育てに関して、日常悩んでいること、あるいは気になることは何ですか。（すべてに○）[N=1,462] 

（１）子どもに関すること 

１．病気や発育発達に関すること 248（17.0%） 

２．食事や栄養に関すること 224（15.3%） 

３．子どもとの接し方に自信が持てないこと 178（12.2%） 

４．子どもと過ごす時間が十分取れないこと 229（15.7%） 

５．子どもの教育に関すること 747（51.1%） 

６．子どもの友だちづきあいに関すること 558（38.2%） 

７．子どもの登所・登園拒否や不登校など 44（3.0%） 

８．特にない 277（18.9%） 

９．その他 46（3.1%） 

不明 63（4.3%） 

（２）ご自身に関すること 

１．子育てに関して配偶者の協力が少ないこと 214（14.6%） 

２．配偶者と子育てに関して意見が合わないこと 123（8.4%） 

３．子育てが大変なことを、ご自身や配偶者の親、親せき、近隣の人、職場など周りの人が理解してく
れないこと 42（2.9%） 

４．ご自身の子育てについて、ご自身や配偶者の親、親せき、近隣の人、職場など周りの見る目が気に
なること 75（5.1%） 

５．子育てに関して話し相手や相談相手がいないこと 47（3.2%） 

６．仕事や自分のやりたいことなど自分の時間が十分取れないこと 347（23.7%） 

７．配偶者以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと 151（10.3%） 

８．子育てのストレスなどから子どもにきつくあたってしまうこと 280（19.2%） 

９．子育てによる身体の疲れが大きいこと 172（11.8%） 

１０．子育てにかかる出費がかさむこと 561（38.4%） 

１１．住居がせまいこと 187（12.8%） 

１２．特にない 342（23.4%） 

１３．その他 58（4.0%） 

不明 84（5.7%） 

→問３３へ 
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問３３ ご自身の子育てが、地域の人に支えられていると感じますか。（１つに○）また感じる場合は、特に

誰から支えられていると感じますか。感じない場合は、特に誰から支えてほしいと感じますか。下の枠内の選

択肢の中からあてはまるものお答えください。（すべてに○）[N=1,462] 

１．感じる 1,017（69.6%） 

→ 支えている人 

１．近所の人 349（34.3%） 

２．同じ世代の子どもを持つ保護者 711（69.9%） 

３．民生委員・児童委員、自治会、子ども会などの地域団体の人 175（17.2%） 

４．地域活動を行っているＮＰＯなどの人 58（5.7%） 

５．市役所の職員 11（1.1%） 

６．その他 123（12.1%） 

不明 8（0.8%） 

２．感じない 383（26.2%） 

→ 支えてほしい人 

１．近所の人 71（18.5%） 

２．同じ世代の子どもを持つ保護者 109（28.5%） 

３．民生委員・児童委員、自治会、子ども会などの地域団体の人 30（7.8%） 

４．地域活動を行っているＮＰＯなどの人 25（6.5%） 

５．市役所の職員 33（8.6%） 

６．その他 65（17.0%） 

不明 108（28.2%） 

不明 62（4.2%） 
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